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毘
沙
門
堂
蔵
写
本
『
篆
隷
文
体
』
と
そ
の
祖
本

―
兼
ね
て
『
千
字
文
』
注
、
『
蒙
求
』
注
の
利
用
の
問
題
を
論
ず

仲

村

康

太

郎

緒
言

南
斉
・
蕭
子
良
撰
『
篆
隷
文
体
』
は
い
わ
ゆ
る
佚
存
書
の
一
つ
に
数
え

て
ん
れ
い
も
ん
た
い

ら
れ
、
京
都
市
山
科
区
に
伽
藍
を
構
え
る
毘
沙
門
堂
所
蔵
の
写
本
（
重
要

文
化
財
）
が
い
ま
の
と
こ
ろ
唯
一
の
伝
本
と
目
さ
れ
る
。
写
本
は
明
治
時

代
に
山
内
の
宝
庫
よ
り
発
見
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
を
も
つ
が
、
い
つ
頃
当

寺
院
の
有
に
帰
し
た
か
は
定
か
で
な
い
。
一
九
三
五
年
、
古
典
保
存
会
に

よ
り
山
田
孝
雄
の
解
説
を
附
し
た
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
て
以
後
、
こ
の
写

本
の
全
貌
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
影
印
本
は
い
ま
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。

『
篆
隷
文
体
』
は
、
多
数
の
雑
体
書

―
主
と
し
て
装
飾
的
・
遊
戯
的

な
書
体
を
指
し
、
広
義
に
は
実
用
書
体
を
も
含
む
種
々
の
書
体
の
総
称

―
を
収
録
し
た
、
い
わ
ば
書
体
の
図
鑑
で
あ
り
、
数
あ
る
佚
存
書
の
中

で
も
異
色
の
内
容
を
も
つ
。
毘
沙
門
堂
本
の
構
成
は
、
ま
ず
書
体
の
発
展

過
程
や
編
纂
の
体
例
を
述
べ
る
総
序
を
置
き
、
次
に
漢
字
の
原
理
た
る
六

文
（
六
書
に
同
じ
）
を
説
き
、
そ
し
て
四
十
三
種
の
書
体
を
掲
出
す
る
。

各
書
体
に
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
由
来
、
形
状
、
用
途
な
ど
を
述
べ
た
序
言
を

附
し
、
そ
の
実
際
を
示
す
も
の
と
し
て
各
体
四
字
の
文
体
（
氣
候
直
時
書

の
み
十
二
支
に
対
応
す
る
十
二
字
）
を
載
せ
る
。
総
序
に
よ
れ
ば
『
篆
隷

文
体
』
は
元
来
五
十
二
の
書
体
を
収
録
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
毘
沙

門
堂
本
は
そ
れ
よ
り
九
体
少
な
く
、
伝
来
の
過
程
で
落
失
を
生
じ
た
ら
し

い
。
毘
沙
門
堂
本
に
は
こ
の
ほ
か
、『
篆
隷
文
体
』
に
本
来
附
随
し
な
い
、

邦
人
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
る
。『
篆
隷
文
体
』
本
編
に
は
、
眉
欄
に
『
（
宋

本
）
玉
篇
』
が
引
か
れ
、
ま
た
写
本
巻
末
に
は
宋
末
元
初
の
陳
元
靚
『
博

聞
録
』
や
『
広
韻
』
、
及
び
『
（
宋
本
）
玉
篇
』
の
引
用
に
始
ま
る
雑
多
な

書
き
入
れ
が
み
ら
れ
る
。
本
文
や
諸
書
の
引
用
、
傍
訓
、
校
語
は
み
な
一

筆
で
あ
り
、
筆
跡
の
様
式
か
ら
中
世
写
本
と
思
わ
れ
る
が
、
書
写
奥
書
な

ど
は
も
た
な
い
。
し
ば
し
ば
本
書
を
鎌
倉
写
本
と
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ

る
が
、
不
正
確
な
認
識
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
断
定
し
う
る
確
実
な
根
拠

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

『
篆
隷
文
体
』
に
対
す
る
研
究
は
現
状
で
は
十
分
と
は
言
い
が
た
く
、

特
に
日
本
に
お
け
る
流
伝
に
つ
い
て
は
、
山
田
の
解
説
以
後
目
立
っ
た
進

展
が
な
い
。
し
か
し
、
各
種
影
印
本
・
翻
刻
本
の
刊
行
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
資
料
公
開
な
ど
、
古
籍
の
整
理
は
こ
の
数
十
年
間
に
着
実
に
進

ん
で
お
り
、
『
篆
隷
文
体
』
を
引
く
資
料
も
新
た
に
見
つ
か
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
孤
本
ゆ
え
か
、
従
来
毘
沙
門
堂
本
は
内
容
の
来
歴
の
信
頼
性
や

伝
本
と
し
て
の
良
否
に
対
し
て
あ
ま
り
批
判
的
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い

が
、
こ
れ
ら
新
出
資
料
と
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
、
『
篆
隷
文
体
』
の
一
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伝
本
と
し
て
毘
沙
門
堂
本
を
相
対
化
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
新
資
料

に
よ
っ
て
毘
沙
門
堂
本
と
親
本
、
ひ
い
て
は
祖
本
と
の
関
係
を
論
じ
る
の

が
、
本
稿
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
。

ま
た
毘
沙
門
堂
本
巻
末
の
書
き
入
れ
に
は
、
『
千
字
文
』
注
、
『
蒙
求
』

注
を
介
し
た
と
思
わ
れ
る
多
数
の
引
用
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
親
本
祖
本
と

の
関
係
を
推
測
し
う
る
一
つ
の
材
料
で
あ
る
が
、
の
み
な
ら
ず
こ
の
こ
と

は
中
世
に
お
け
る
『
千
字
文
』
注
、『
蒙
求
』
注
利
用
の
好
例
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
幼
学
書
の
受
容
利
用
の
問
題
が
国
文
学
研
究
者
の
間
に
認
識
さ
れ

て
久
し
い
な
が
ら
、
い
ま
だ
全
容
解
明
に
は
ほ
ど
遠
い
現
状
に
お
い
て
、

毘
沙
門
堂
本
の
書
き
入
れ
は
示
唆
的
で
あ
る
。
幼
学
書
の
利
用
と
い
う
点

に
毘
沙
門
堂
本
の
新
た
な
意
義
を
見
出
し
、
中
世
日
本
人
の
知
識
基
盤
の

問
題
を
提
起
す
る
の
が
、
本
稿
の
い
ま
一
つ
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

一

近
世
ま
で
の
記
録

『
篆
隷
文
体
』
の
流
伝
と
利
用
に
つ
い
て
は
、
山
田
孝
雄
［
一
九
三
五
］
、

及
び
そ
れ
に
重
要
な
増
補
を
加
え
た
山
田
［
一
九
五
六
］
に
よ
り
、
既
に

い
く
つ
か
の
資
料
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
一
）

。
以
下
、
山
田
の
先
駆
的
業

績
を
踏
ま
え
つ
つ
、
概
要
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

本
邦
の
記
録
で
は
、
ま
ず
空
海
『
性
霊
集
』
巻
四
・
献
梵
字
幷
雑
文
表

（
弘
仁
五
年
、
八
一
四
）
に

梵
字
悉
曇
字
母
幷
釋
義
一
卷
、
古
今
文
字
讚
三
卷
、
古
今
篆
隸
文
體

一
卷
、
梁
武
帝
草
書
評
一
卷
、
王
右
軍
蘭
亭
碑
一
卷
、
曇
一
律
師
碑

銘
一
卷
、
大
廣
智
三
藏
影
讚
一
卷

（
二
）

と
み
え
、
空
海
将
来
漢
籍
の
一
つ
と
し
て
そ
の
名
が
み
え
る
。
恐
ら
く
空

海
将
来
本
の
摹
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
『
篆
隷
文
体
』
を
含
む
こ

れ
ら
は
と
き
の
嵯
峨
天
皇
へ
と
献
上
さ
れ
た
。

澄
、
円
仁
に
続
く
天
台
宗
の
僧
安
然
の
『
悉
曇
蔵
』
（
元
慶
四
年
成

立
、
八
八
〇
）
巻
一
に
は

肅
子
良
古
今
篆
隸
文
體
曰
、
六
文
者
、
蓋
敍
爲
文
之
旨
也
。
象
形
指

マ
マ事

形
聲
會
意
轉
注
假
借

（
三
）

。

と
あ
り
、
巻
四
に
も
同
じ
引
用
が
み
え
る
。
こ
れ
は
本
邦
に
お
け
る

も

早
い
引
用
例
で
あ
り
、
安
然
の
在
世
時
か
或
い
は
そ
れ
以
前
に
、
早
く
も

比
叡
山
に
こ
の
書
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
或
い
は

天
台
宗
系
寺
院
の
中
で
写
本
『
篆
隷
文
体
』
が
写
し
伝
え
ら
れ
、
そ
の
一

つ
と
し
て
こ
ん
に
ち
毘
沙
門
堂
本
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
古
い

引
用
と
し
て
、
山
田
は
藤
原
敦
光
（
一
〇
六
三
―
一
一
四
四
）
『
三
教
勘

注
抄
』
の
巻
二
「
亀
毛
先
生
論
」
の
注
に

蕭
子
良
古
今
篆
隸
文
體
曰
、
虎
爪
書
者
、
故
司
空
琅
琊
王
僧
虔
擬
議

龍
爪
而
作
此
書
也
。
其
字
有
鸞
鳳
飛
翔
之
書

（
四
）

。

と
あ
る
の
を
指
摘
す
る
。
毘
沙
門
堂
本
・
虎
爪
書
に
は

虎
爪
書
者
、
故
司
空
琅
琊
王
僧
虔◦

儀
龍
爪
而
作
此
書
也
。

擬

と
あ
り
、
圏
点
を
用
い
て
「
擬
」
を
「
儀
」
の
上
に
補
う
こ
と
を
指
示
す

る
。
従
っ
て
、
毘
沙
門
堂
本
は
「
擬
儀
」
と
翻
刻
さ
れ
、
『
勘
注
抄
』
の
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引
用
に
「
擬
議
」
と
あ
る
の
と
対
応
す
る
。
ま
た
、
『
勘
注
抄
』
に
い
う

「
鸞
鳳
飛
翔
之
書
」
と
は
、
毘
沙
門
堂
本
・
虎
爪
書
の
文
体
の
釈
に
「
鸞

鳳
飛
翔
」
と
あ
る
の
と
合
う
。
『
勘
注
抄
』
は
文
体
こ
そ
写
さ
な
い
が
、

そ
の
釈
が
毘
沙
門
堂
本
と
一
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毘
沙
門
堂
本
の
来
歴

に
一
定
の
信
頼
性
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
敦
光
は
漢
籍
の
素
養
が
深

く
、
実
際
に
『
勘
注
抄
』
は
漢
籍
に
よ
る
注
解
を
主
と
し
て
お
り
、
恐
ら

く
、
敦
光
自
身
何
ら
か
の
折
に
『
篆
隷
文
体
』
を
披
見
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
か
、
あ
る
い
は
架
蔵
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
新
美
寛
・
鈴
木
隆

一
『
本
邦
残
存
典
籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
、
一
九
六
八
）
四
七
九
頁
に
、
釈
覚
明
『
三
教
指
帰
注
』
上
之
下
が

『
篆
隷
文
体
』
を
引
用
す
る
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
勘
注
抄
』

の
二
次
引
用
に
過
ぎ
な
い
。

著
録
と
し
て
は
、
寛
平
三
年
（
八
九
一
）
頃
の
成
立
と
み
ら
れ
る
藤
原

佐
世
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
経
部
小
学
家
に
「
古
今
篆
隷
文
体
一
巻
、

蕭
子
良
撰

（
五
）

」
と
み
え
る
。
ま
た
、
川
瀬
一
馬
［
一
九
五
五
］
が
指
摘

す
る
と
お
り
、
真
言
宗
の
僧
仁
海
の
入
寂
（
永
承
元
年
、
一
〇
四
六
）
の

後
ほ
ど
な
く
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
『
小
野
経
蔵
目
録
』
に
は
、
「
篆
隷

文
体
一
巻
、
御
手
跡
」
の
ほ
か
、
西
厨
子
の
蔵
品
と
し
て
「
古
金

隷

文
体
一
巻
」
「
篆
隷
一
巻
」
を
著
録
す
る

（
六
）

。
御
手
跡
と
は
、
当
時
空
海

自
筆
の
写
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
空
海
が
嘗
て
嵯
峨

天
皇
に
献
上
し
た
一
本
は
空
海
が
親
し
く
写
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
か

ら
、
そ
れ
と
『
小
野
経
蔵
目
録
』
に
著
録
さ
れ
る
一
本
が
同
一
で
あ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
古
金

隷
文
体
』
は
書
名
を
誤
っ
た
も
の
と
み
ら

れ
、
『
篆
隷
』
も
あ
る
い
は
『
篆
隷
文
体
』
の
異
本
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
資
料
以
外
に
従
来
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
山
田
［
一
九
三
五
］

が
指
摘
し
た
『
実
隆
公
記
』
の
一
条
の
み
で
、
か
な
り
時
代
を
隔
て
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
実
は
平
安
以
後
の
流
伝
利
用
を
う
か
が

わ
せ
る
資
料
は
ほ
か
に
も
見
出
さ
れ
る
。

平
安
末
期
の
僧
常
喜
院
心
覚
（
一
一
一
七
―
一
一
八
〇
）
が
著
し
た
『
悉

曇
要
抄
』
は
、
そ
の
一
つ
。
こ
の
悉
曇
学
の
注
解
書
は
、
書
体
に
対
す
る

注
解
に
し
ば
し
ば
『
篆
隷
古
文
』
な
い
し
『
古
文
篆
隷
』
と
称
す
る
書
物

を
引
く
。
引
用
文
は
毘
沙
門
堂
本
に
よ
く
一
致
す
る
ゆ
え
、
実
質
的
に
は

『
篆
隷
文
体
』
の
引
用
と
み
て
よ
い
。
現
在
比
較
的
閲
覧
が
容
易
な
東
寺

観
智
院
金
剛
蔵
蔵
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
写
本
は
心
覚
の
時
代
よ
り
や

や
下
る
が
、こ
の
本
の
本
文
及
び
紙
背
に
は
各
書
体
の
序
言
の
み
な
ら
ず
、

文
体
も
写
さ
れ
て
い
る

（
七
）

。
こ
れ
ら
は
毘
沙
門
堂
本
の
祖
本
の
状
態
を

推
測
す
る
う
え
で
極
め
て
有
益
な
情
報
を
含
む
が
、
後
節
に
論
ず
る
よ
う

に
、
同
時
に
『
悉
曇
要
抄
』
の
伝
本
の
問
題
を
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

同
じ
く
悉
曇
学
の
著
作
で
は
、
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
成
書
の
了
尊

『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
巻
七
に
『
篆
隷
古
文
』
や
『
古

今
篆
隷
（
文
）
体
』
の
引
用
が
あ
り
、
前
者
は
『
悉
曇
要
抄
』
か
ら
の
二

次
引
用
と
思
わ
れ
る
が
、
後
者
は
『
悉
曇
要
抄
』
に
は
み
え
な
い
。
後
者

も
二
次
引
用
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
正
和
五
年
本
『
悉
曇
要
抄
』
が
必
ず

し
も
善
本
で
は
な
い
た
め
、
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
に
も
一
定
の
参
考
価
値

を
有
す
る

（
八
）

。

『
篆
隷
文
体
』
の
利
用
の
例
と
し
て
い
ま
一
つ
重
要
で
あ
る
の
は
、
空

海
『
性
霊
集
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
の
序
を
有

す
る
真
福
寺
大
須
文
庫
蔵
『
性
霊
集
注
』（

九
）

は
、
院
政
期
な
い
し
鎌
倉
初

期
以
来
重
層
的
に
形
成
さ
れ
た
『
性
霊
集
』
の
注
釈
書
で
あ
り
、
こ
こ
に

少
な
か
ら
ぬ
『
篆
隷
文
体
』
の
引
用
が
み
え
る
。
こ
の
注
釈
が
京
都
ま
た

は
高
野
山
の
、
い
ず
れ
の
地
で
形
成
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
注



- 28 -

釈
に
引
く
『
篆
隷
文
体
』
は
も
と
原
典
に
依
拠
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
毘
沙
門
堂
本
の
欠
を
補
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
施
注
時
に

用
い
ら
れ
た
『
篆
隷
文
体
』
は
、
或
い
は
毘
沙
門
堂
本
よ
り
良
質
な
テ
ク

ス
ト
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
同
系
統
の
『
性
霊
集
注
』
に
高
野
山
宝

亀
院
蔵
写
本
や
大
谷
大
学
博
物
館
蔵
写
本
が
あ
り
、
内
容
に
は
や
や
出
入

が
あ
る
が
、
『
篆
隷
文
体
』
の
引
用
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
相
違
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
遅
く
と
も
十
三
世
紀
中
葉
に
は
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
『
大

元
神
一
秘
書
』（

十
）

に
は
、
六
書
に

廣
韻
奧
云
、
一
曰
象
形
。
象
物
之
形
作
字
。
二
曰
會
意
。
比
類
爲
字
。
上マ

マ

戈
爲
武
、
人
言
爲
信
、
是
也
。
三
曰
形
聲
。
取
譬
相
成
。
江
河
之
字

是
也
。
四
曰
指
事
。
指
事
爲
字
。
上
下
之
字
是
也
。
五
曰
假
借
。
本

無
其
字
、
依
吉
託
事
。
全
長
之
字
是
也
。
六
曰
轉
注
。
左
轉
爲
考
、

マ
マ

マ
マ

右
轉
爲
老
、
是
也
。

蕭
子
良
古
今
篆
隸
文
體
云
、
日
月
、
一
曰
象
形
、
日
月
是
也
。
日
爲

君
道
、
故
常
資
圓
滿
之
性
。
其
一
書
、
以
陽
如
數
奇
也
。
月
爲
臣
道
、

用
有
虧
損
之
形
。
其
中
二
書
、
象
陰
數
偶
也

（
十
一
）

。

と
、
『
広
韻
』
六
書
に
続
け
て
『
篆
隷
文
体
』
六
文
・
象
形
を
引
く
。
『
広

韻
』
六
書
は
毘
沙
門
堂
本
巻
末
に
も
同
じ
引
用
が
あ
り
、
従
っ
て
あ
る
段

階
よ
り
『
広
韻
』
六
書
の
引
用
を
伴
っ
た
写
本
『
篆
隷
文
体
』
が
生
じ
、

『
大
元
神
一
秘
書
』
に
引
く
『
広
韻
』
は
そ
の
よ
う
な
写
本
『
篆
隷
文
体
』

よ
り
二
次
引
用
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
大
元
神
一
秘
書
』

の
眉
欄
に
は
「
日
」
「
月
」
の
篆
書
体
を
記
す
が
、
こ
れ
も
写
本
『
篆
隷

文
体
』
よ
り
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
逆
に
『
広
韻
』
が
原
典

引
用
で
『
篆
隷
文
体
』
が
二
次
引
用
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。『
広
韻
』

は
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
既
に
十
分
に
流
入
普
及
し
、
手
近
な
書
で
あ
っ
た

に
ち
が
い
な
く
、
ま
た
『
篆
隷
文
体
』
六
文
・
象
形
の
引
用
は
、
『
大
元

神
一
秘
書
』
に
先
ん
じ
て
『
悉
曇
要
抄
』
に
も
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
に
醍
醐
寺
の
僧
道
恵
が
南
宋
・
張
麟
之
『
韻

鏡
』
序
例
に
注
解
を
施
し
た
『
韻
鏡
序
解
』
巻
二
の
末
尾
に
も
、
僅
か
な

が
ら
『
篆
隷
文
体
』
が
言
及
さ
れ
る

（
十
二
）

。

大
篆
書
、
周
宣
王
時
史
籒
所
制
也
。
其
篆
名
出
肩
吾
書
體
、
字
樣
見

石
鼓
文
碑
。
小
篆
名
出
書
體
、
字
樣
出
繹
山
等
碑
。
刻
符
書
列
八
體
、

字
樣
見
蔡
王
仲
玉
璽
傳
本
。
蟲
書
名
雕
蟲
篆
、
名
出
蕭
氏
文
體
。
字

樣
見
學
經
及
韓
詩
。
摹
印
書
名
八
體
、
列
文
體
、
字
見
尚
旛
傳
本
文
、

玉
璽
文
。
署
書
名
列
八
體
、
字
多
見
於
漢
人
碑
刻
額
。
殳
書
名
出
八

體
、
文
字
見
平
陸
戈
銘
。
隸
書
、
秦
時
下
圭
士
令
程
邈
所
作
也

（
十
三
）

。

た
だ
し
、
刻
符
書
や
署
書
、
殳
書
な
ど
も
『
篆
隷
文
体
』
に
含
ま
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
蟲
書
の
み
言
及
さ
れ
る
の
は
不
審
で
あ
る
。『
韻

鏡
序
解
』
の
記
述
が
直
接
『
篆
隷
文
体
』
に
基
づ
く
か
は
疑
わ
し
く
、
あ

る
い
は
未
知
の
類
書
経
由
で
得
た
知
見
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
次
頁

に
示
す
六
地
蔵
寺
蔵
写
本
の
よ
う
に
、
『
韻
鏡
序
解
』
の
伝
本
に
は
巻
二

を
写
し
終
え
た
あ
と
に
各
四
字
の
書
体
の
例
や
伽
婁
書
（
カ
ロ
ー
シ
ュ
テ

き
ゃ
ろ
う

ィ
ー
文
字
）
を
載
せ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
篆
隷
文
体
』
に
基
づ

く
も
の
で
は
な
く
、
来
歴
不
明
で
あ
る
。
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三
つ
の
図
版
は
六
地
蔵
寺
善
本
叢
刊
第
五
巻
『
古
代
韻
学
資
料
』
に
拠
る
。

以
上
の
資
料
か
ら
、
平
安
末
よ
り
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
『
篆
隷
文
体
』

が
あ
る
程
度
知
ら
れ
、
実
際
に
注
釈
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
間
に
は
複
数
の
伝
本
が
存
在
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
室

町
時
代
以
後
の
こ
の
書
に
関
す
る
記
録
は
存
外
少
な
く
、
い
ま
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
は
『
実
隆
公
記
』
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
五
月
九
日
条
の

及
晩
帥
卿
入
來
、
…
…
篆
隸
文
體
一
卷
被
見
之
、
近
來
殊
勝
之
物
也
。

披
カ

今
暫
抑
留
可
一
見
之
由
報
之
。
昏
色
之
後
被
歸

（
十
四
）

。

と
い
う
記
録
で
あ
る
。
山
田
［
一
九
三
五
］
は
、
文
中
の
「
帥
卿
」
と
は

当
時
太
宰
権
帥
で
あ
っ
た
町
広
光
（
一
四
四
四
―
一
五
〇
四
）
を
指
す
と

ま
ち
ひ
ろ
み
つ

推
定
す
る
。
典
籍
文
化
を
復
す
べ
く
文
献
の
保
存
複
製
に
尽
力
し
た
当
代

随
一
の
古
典
学
者
実
隆
に
と
っ
て
さ
え
、
『
篆
隷
文
体
』
を
目
睹
す
る
機

会
は
特
筆
に
値
し
た
ら
し
い
。
こ
れ
を
裏
返
せ
ば
、
室
町
時
代
後
期
に
は

応
仁
の
乱
も
災
い
し
て
か
、
既
に
多
く
の
伝
本
が
消
失
し
て
い
た
状
況
が

看
取
さ
れ
る
。
こ
の
実
隆
披
見
本
と
毘
沙
門
堂
本
と
の
関
係
は
詳
ら
か
で

な
い
。

こ
れ
以
後
の
資
料
に
毘
沙
門
堂
本
と
の
関
連
を
疑
わ
せ
る
記
述
は
見
出
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せ
な
い
が
、
な
お
篆
隷
文
体
に
関
す
る
一
、
二
の
資
料
が
あ
る
。

金
沢
文
庫
に
伝
わ
る
旧
目
録
の
う
ち
、
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
―
一
六

八
一
）
の
目
録
に
「
蕭
子
篆
隷
文
体
、
一
枚
」
と
み
え
、
ま
た
無
紀
年
の

目
録
に
も
「
蕭
子
篆
隷
文
体
、
一
枚
」
と
あ
る

（
十
五
）

。
両
目
録
は
巻
帙
の

計
数
に
巻
や
冊
を
用
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
一
枚
」
と
い

う
の
は
異
様
に
少
な
い
。
実
際
毘
沙
門
堂
本
は
全
二
十
四
枚
（
そ
の
う
ち

『
篆
隷
文
体
』
は
二
十
枚
）
の
紙
を
貼
り
接
ぎ
巻
子
一
巻
と
す
る
か
ら
、

こ
こ
に
記
さ
れ
る
の
は
零
細
な
本
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
残
缺
の
結

果
乏
し
い
分
量
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
節
録
本
か
或
い
は
他
書
よ

り
書
き
抜
い
た
輯
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
関
わ
る

か
は
不
明
だ
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
下
野
の
儒
者
諸
葛
琴
臺
（
一
七
四
八

も
ろ
く
ず
き
ん
だ
い

―
一
八
一
〇
）
の
『
鬒
髪
山
人
集
』
二
編
巻
十
一
・
書
論
下
に
も
、
『
篆

隷
文
体
』
の
引
用
が
六
条
み
え
る

（
十
六
）

。
引
用
に
は
節
略
し
た
と
こ
ろ
も

多
く
、
校
訂
材
料
に
は
な
ら
な
い
が
、
『
性
霊
集
注
』
や
『
悉
曇
要
抄
』

な
ど
に
引
く
文
と
も
す
べ
て
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
当
時
何
ら
か
の

形
で
『
篆
隷
文
体
』
が
存
し
た
か
、
あ
る
い
は
未
知
の
書
物
か
ら
二
次
引

用
し
た
よ
う
に
み
え
る
。

以
上
に
挙
げ
た
資
料
は
い
ま
だ
断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
に

よ
り
様
々
に
写
本
『
篆
隷
文
体
』
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
形
跡
、
及
び
注
釈

に
用
い
ら
れ
て
い
た
事
実
が
見
出
さ
れ
る
。
今
後
漢
文
体
な
い
し
漢
籍
引

用
を
主
と
す
る
国
書
を
丹
念
に
繙
い
て
い
け
ば
、
よ
り
多
く
の
関
連
資
料

の
発
見
も
期
待
さ
れ
る
。
現
時
点
で
は
と
り
わ
け
『
悉
曇
要
抄
』
や
『
性

霊
集
注
』
に
お
け
る
引
用
回
数
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
毘
沙
門
堂
本
の
得
失

・
信
頼
性
を
評
価
す
る
う
え
で
有
力
な
材
料
を
提
供
す
る
。
以
下
に
具
体

的
に
み
て
い
き
た
い
。

二

毘
沙
門
堂
本
の
良
否
と
祖
本
の
体
裁

次
に
、
本
邦
古
籍
中
に
み
ら
れ
る
『
篆
隷
文
体
』
の
引
用
と
毘
沙
門
堂

本
と
の
比
較
に
よ
り
、
毘
沙
門
堂
本
の
得
失
・
性
格
や
親
本
と
の
関
係
、

ま
た
ひ
い
て
は
伝
本
系
統
に
お
け
る
毘
沙
門
堂
本
の
位
置
づ
け
を
論
ず
る
。

二
―
一

『
性
霊
集
注
』
所
引
『
篆
隷
文
体
』
と
毘
沙
門
堂
本

毘
沙
門
堂
本
に
存
す
る
四
十
三
条
に
脱
落
や
誤
字
を
疑
わ
せ
る
と
こ
ろ

は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
飛
白
書
の
条
に

飛
白
書
者
、
漢
靈
帝
之
所
作
也
。
有
國
人
張
敬
禮
、
隱
居
好
學
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
張
敬
礼
（
三
国
呉
の
人
、
名
は
弘
）
な
る
人

物
と
飛
白
の
関
わ
り
が
示
さ
れ
ず
、
前
後
に
句
ま
た
は
文
単
位
の
脱
落
が

あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
複
篆
書
の
条
に
は

複
篆
書
者
、
史
籒
之
所
作
也
。
而
重
複
之
。
其
法
類
於
夏
篆
。
漢
武

帝
以
題
建
章
鳳
闕
也
。

と
あ
り
、
第
一
文
に
続
く
「
而
」
が
や
や
唐
突
で
あ
る
。
「
也
」
「
而
」
の

間
に
少
な
く
と
も
一
句
を
脱
す
る
可
能
性
が
高
い

（
十
七
）

。

こ
こ
で
、
毘
沙
門
堂
本
・
古
文
篆
で
は
次
の
体
裁
に
よ
り
補
入
が
示
さ

れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

壞
孔
丘
之
室
及
宣
帝
世
、
河
内
子
毀
李
耳
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◦

之
所
藏
也
時
人
不
詳
謂
之
科
斗
有
京

之
家
在
於
坦
璧
各
得
古
文
蓋
諸
儒

「
之
」
の
上
に
補
入
を
示
す
圏
点
が
あ
り
、
「
之
家
在
於
坦
璧
各
得
古
文

蓋
諸
儒
」
が
「
李
耳
」
と
「
之
所
」
の
間
に
補
わ
れ
る
。
毘
沙
門
堂
本
は

各
行
十
二
字
か
ら
十
五
字
で
書
か
れ
る
か
ら
、
補
入
さ
れ
る
文
は
毘
沙
門

堂
本
の
一
行
分
に
相
当
し
、
そ
の
う
え
そ
の
文
と
次
行
は
と
も
に
「
之
」

で
始
ま
る
。
従
っ
て
、
親
本
は

壞
孔
丘
之
室
及
宣
帝
世
、
河
内
子
毀
李
耳

之
家
在
於
坦
璧
各
得
古
文
蓋
諸
儒

之
所
藏
也
時
人
不
詳
謂
之
科
斗
有
京

と
い
う
体
裁
で
書
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
脱
落
が
生
じ

る
以
上
、
毘
沙
門
堂
本
各
行
の
配
字
は
概
ね
親
本
と
変
わ
ら
な
い
は
ず
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
親
本
か
ら
生
じ
う
る
毘
沙
門
堂
本
の
誤
脱
は
、
一
字

二
字
程
度
の
軽
微
な
誤
字
脱
字
か
或
い
は
一
行
分
の
脱
落
か
に
絞
ら
れ
、

こ
の
中
間
の
字
数
の
脱
落
が
生
じ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
仮
に
一
行
の
脱
落
を
生
じ
た
際
は
、
恐
ら
く
直
ち
に
そ
の
誤
り

に
気
づ
い
て
、
右
の
よ
う
に
補
入
を
指
示
し
た
で
あ
ろ
う
。
毘
沙
門
堂
本

に
一
行
分
の
脱
落
を
思
わ
せ
る
箇
所
は
ほ
か
に
な
い
た
め
、
親
本
か
ら
の

誤
脱
は
実
際
に
は
個
々
に
一
、
二
字
程
度
に
と
ど
ま
る
と
推
測
で
き
る
。

右
の
飛
白
書
や
複
篆
書
の
例
は
、
親
本
に
生
じ
て
い
た
脱
落
を
毘
沙
門
堂

本
が
継
承
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
想
定
し
た
う
え
で
、
次
の
例
を
考
え
て
み
た
い
。

毘
沙
門
堂
本
・
古
文
篆
に
、
倉
頡
（
蒼
頡
と
も
）
が
古
文
を
制
作
し
た
こ

と
を
述
べ
て

倉
頡
姓
侯
剛
氏
、
首
有
四
目
。
仰
則
觀
象
於
天
、
俯
則
取
法
於
地
、

又
寫
鳥
跡
之
文
。
是
以
書
者
著
也
、
契
者
誓
也
、
篆
者
傳
也
。
所
以

昭
著
誓
言
、
傳
之
不
朽
者
也
。

と
あ
る
。「
又
寫
鳥
跡
之
文
」
ま
で
は
蒼
頡
の
造
字
を
述
べ
、「
書
者
著
也
」

以
下
は
文
字
の
功
用
を
声
訓
を
用
い
て
説
く
。
そ
の
前
後
を
つ
な
げ
る
「
是

以
」
は
こ
こ
で
は
文
脈
を
妨
げ
、
順
接
の
機
能
を
な
さ
な
い
。
で
は
こ
の

二
字
が
衍
字
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
句
を
脱
す
る
こ
と

が
真
福
寺
本
『
性
霊
集
注
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
巻
四
・
勅
賜
世

説
屏
風
書
了
献
表
の
注
に
引
く
『
古
今
篆
隷
』
に
は
、
「
…
…
又
寫
鳥
跡

之
文
。
是
以
書
契
彌
廣
。
夫
書
者
著
（
也
）（

十
八
）

」
云
々
と
あ
り
、
こ
こ

原
欠

で
は
「
是
以
」
は
「
…
…
又
寫
鳥
跡
之
文
」
を
受
け
て
「
書
契
彌
廣
」
に

か
か
り
、
「
書
者
」
以
下
は
発
語
の
辞
「
夫
れ
」
に
よ
り
、
別
の
事
柄
と

そ

し
て
切
り
出
さ
れ
る
。
明
ら
か
に
真
福
寺
本
の
引
用
が
す
ぐ
れ
、
毘
沙
門

堂
本
は
「
書
契
彌
廣
夫
」
五
字
を
脱
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る

（
十
九
）

。

毘
沙
門
堂
本
・
雲
書
に
は

雲
書
者
、
又
軒
轅
之
時
、
卿
雲
帝
見
、
其
體
郁
紛
、
爲
書
紀
職
也
。

と
あ
り
、
軒
轅
す
な
わ
ち
黄
帝
（
三
皇
五
帝
の
一
人
）
の
御
代
に
卿
雲
（
慶

雲
に
同
じ
）
が
現
れ
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
雲
書
を
作
っ
た
と
い
う
。
大
谷

本
『
性
靈
集
注
』
巻
三
・
勅
賜
屏
風
書
了
即
献
表
の
注
に
引
く
『
古
今
篆

隷
文
体
』
に
は

雲
氣
書
者
、
軒
轅
之
時
、
卿
雲
常
見
、
其
體
郁
絕
。
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と
あ
り
、
毘
沙
門
堂
本
の
「
帝
」
は
「
常
」
の
誤
写
と
思
し
い
。
ま
た
、

「
郁
紛
」
「
郁
絕
」
の
異
同
は
、
『
史
記
』
天
官
書
に
「
若
煙
非
煙
、
若
雲

非
雲
、
郁
郁
紛
紛
、
蕭
索
輪
囷
、
是
謂
卿
雲

（
二
十
）

」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た

「
郁
絕
」
と
い
う
語
を
他
に
み
な
い
こ
と
に
よ
り
、
「
郁
紛
」
に
作
る
毘

沙
門
堂
本
の
方
が
よ
い
。
真
福
寺
本
『
性
霊
集
注
』
巻
四
・
書
劉
庭
芝
集

奉
献
表
の
注
に
引
く
『
古
今
篆
疑
文
体
』
で
は

マ
マ

雲
氣
書
者
、
黃
帝
時
、
卿
雲
見
、
取
其
狀
以
爲
書
也
。

と
あ
る
。
真
福
寺
本
に
引
く
文
は
、
毘
沙
門
堂
本
と
同
じ
く
空
海
将
来
本

を
祖
と
す
る
は
ず
で
あ
り
、
「
軒
轅
」
を
真
福
寺
本
が
「
黃
帝
」
に
作
る

の
は
や
や
不
審
だ
が
、「
取
其
狀
以
」
の
四
字
は
毘
沙
門
堂
本
に
は
無
く
、

注
意
を
引
く
。
「
爲
書
（
書
と
為
す
）」
と
は
物
象
を
書
体
に
仕
立
て
る
と

い
う
意
味
で
『
篆
隷
文
体
』
に
し
ば
し
ば
み
え

（
二
十
一
）

、
ま
た
「
紀
職
（
職

を
紀
む
）
」
と
は
、
卿
雲
の
発
生
と
と
も
に
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
七

を
さ

年
の
故
事
を
踏
ま
え
て
お
り

（
二
十
二
）

、
毘
沙
門
堂
本
は
原
文
の
ま
ま
で
も

文
意
を
通
ず
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
真
福
寺
本
の
方
が
、
明
ら
か
に
前
句

と
の
つ
な
が
り
が
よ
く
、
「
取
其
狀
以
」
の
四
字
は
毘
沙
門
堂
本
の
欠
を

補
う
字
句
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
『
性
霊
集
注
』
巻
三
・
巻
四
の
引

用
と
も
に
書
体
の
名
称
は
「
雲
氣
書
」
と
さ
れ
て
お
り
、
毘
沙
門
堂
本
は

「
氣
」
一
字
を
脱
す
る
よ
う
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
本
来
は

雲
氣
書
者
、
又
軒
轅
之
時
、
卿
雲
常
見
、
其
體
郁
紛
。
取
其
狀
、
以

爲
書
紀
職
也
。

で
あ
っ
た
と
復
原
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
四
字
、
五
字
の
脱
落
は
、
毘
沙
門
堂
本
が
親
本
を
写
す

際
に
生
じ
た
も
の
と
は
み
な
し
が
た
く
、
あ
る
段
階
の
伝
本
よ
り
既
に
生

じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
異
な
る
言
い
方
を
す
れ
ば
、
毘
沙
門
堂
本

は
『
性
霊
集
注
』
が
依
拠
し
た
写
本
と
は
系
統
上
比
較
的
早
く
に
分
岐
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
性
霊
集
』
に
注
釈
が
加
え
ら
れ
る
過
程
で
用

い
ら
れ
た
写
本
は
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
毘
沙
門
堂
本
よ
り
よ
い
テ

ク
ス
ト
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
伝
存
は
確
認
さ
れ
な
い

（
二
十
三
）

。
消
失
に

至
る
ま
で
の
過
程
も
全
く
不
明
で
あ
る
。

二
―
二

『
悉
曇
要
抄
』
所
引
『
篆
隷
古
文
』
『
古
文
篆
隷
』

と
毘
沙
門
堂
本

馬
淵
和
夫
［
一
九
八
八
］（

二
十
四
）

は
、
『
悉
曇
要
抄
』
の
伝
本
に
心
覚
自

筆
草
稿
本
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
書
写
文
治
二
年
移
点
本
（
重
要
美

術
品
）
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
蔵
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
写
本
の
三
つ

を
挙
げ
る
。
心
覚
入
寂
の
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
以
前
に
成
立
し
た
自

筆
草
稿
本
は

古
の
伝
本
で
あ
る
が
、
披
見
を
許
さ
れ
た
馬
淵
は
所
蔵
者

を
明
か
し
て
い
な
い
。
こ
の
本
は
『
国
書
総
目
録
』
（
一
九
六
六
）
及
び

同
補
訂
版
（
一
九
九
〇
）
に
も
記
載
が
な
い
。
文
治
本
は
古
く
は
高
楠
順

次
郎
『
悉
曇
撰
書
目
録
』
（
『
悉
曇
具
書
』
所
収
、
大
日
本
仏
教
全
書
発
行

所
、
一
九
二
二
）
に
高
野
山
龍
光
院
蔵
と
記
さ
れ
る
が
、
の
ち
一
九
四
〇

年
発
行
の
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
十
四
号
に
、
「
悉
曇
抄
」
の
名
で

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
『
国
書
総
目
録
』
で
は
所
蔵
者
を
梅
沢
義

一
と
し
、
同
補
訂
版
も
同
じ
い
。
し
か
し
馬
渕
の
指
摘
す
る
と
お
り
、『
井

上
書
店
古
典
籍
特
輯
目
録
』
（
一
九
八
二
）
、
『

創
立

周
年
記

A
B
A
J

20

念

第

回
世
界
の
古
書
展
示
大
即
売
会
』
目
録
（
一
九
八
四
）
に
掲
載

3
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が
あ
り

（
二
十
五
）

、
一
時
写
本
を
所
有
し
て
い
た
梅
沢
は
こ
の
時
点
で
既
に

手
放
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
一
九
八
四
年
の
目
録
を

後
に
文
治
本
の

出
陳
は
確
認
さ
れ
ず
、
現
蔵
者
は
不
明
で
あ
る
。
書
写
年
が
後
れ
る
正
和

五
年
本
は
、
三
巻
の
巻
子
か
ら
な
り
、
奥
書
に
よ
れ
ば
韻
学
研
究
で
知
ら

れ
る
真
言
宗
の
僧
信
範
が
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
に
写
し
た
本
を
、

弟
子
の
竜
性
が
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
に
写
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
正
和

五
年
（
一
三
一
六
）
に
写
し
た
も
の
と
い
う
。
正
和
本
中
巻
に
は
、
十
七

・
六
書
事
、
十
八
・
八
声
書
事

（
二
十
六
）

、
及
び
紙
背
に
『
篆
隷
古
文
』
な

マ
マ

い
し
『
古
文
篆
隷
』
と
称
す
る
書
物
を
引
く
。
こ
れ
ら
が
実
は
『
篆
隷
文

体
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
は
、
毘
沙
門
堂
本
と
の
一
致
に
よ
り
確
か
め

ら
れ
る
。
廿
・
造
書
主
幷
字
様
之
事
に
も
『
篆
隷
古
文
』
へ
の
言
及
が
あ

り
、
ま
た
同
項
に
引
く
「
或
書
」
も
そ
れ
を
指
す
可
能
性
が
高
い

（
二
十
七
）

。

馬
渕
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
正
和
本
と
自
筆
草
稿
本
に
は
後
半
部
の
立
項

に
大
き
な
相
違
が
あ
る
が
、
正
和
本
の
第
十
七
項
、
第
十
八
項
、
第
廿
項

は
自
筆
草
稿
本
に
も
含
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
に
引
用
さ
れ
る
『
篆

隷
古
文
』
『
古
文
篆
隷
』
は
心
覚
撰
述
時
ま
で
遡
る
と
み
て
よ
い
。
ま
た

馬
渕
も
未
見
の
文
治
本
に
つ
い
て
は
、
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
十
四

号
に
『
篆
隷
古
文
』
の
引
用
が
あ
る
旨
も
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、

正
和
本
本
文
に
み
ら
れ
る
『
篆
隷
古
文
』
『
古
文
篆
隷
』
の
引
用
は
、
す

べ
て
早
期
の
両
写
本
に
も
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

一
方
、
正
和
本
の
紙
背
が
い
つ
頃
ま
で
遡
る
か
は
確
証
が
な
い
が
、
そ

の
親
本
の
一
部
に
あ
た
る
弘
安
五
年
竜
性
書
写
本
上
巻
が
、
守
屋
美
孝
に

よ
り
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
本
も
国
書
総
目
録
、

補
訂
版
に
記
載
な
し
）
。
さ
き
ご
ろ
博
物
館
の
許
可
を
得
て
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
こ
れ
と
正
和
本
上
巻
は
紙
背
も
含
め
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
。
『
悉

曇
要
抄
』
の
構
成
は
、
単
に
項
目
別
に
分
章
す
る
の
み
で
分
巻
を
指
定
し

正
和
本
中
巻
本
文
の
一
部
（
『
影
印
注
解
悉
曇
学
書
選
集
』
第
二
巻
に
よ
る
）
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正
和
本
中
巻
紙
背
の
一
部
（
同
右
）

な
い
か
ら
、
弘
安
本
上
巻
と
正
和
本
上
巻
の
内
容
上
の
一
致
は
、
後
者
が

前
者
の
分
巻
ま
で
踏
襲
し
た
こ
と
を
示
す
。
従
っ
て
、
正
和
本
は
弘
安
本

の
忠
実
な
摹
本
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
正
和
本
中
巻
紙
背
に
引
く
『
篆

隷
古
文
』『
古
文
篆
隷
』
は
間
違
い
な
く
弘
安
本
中
巻
（
所
在
存
否
不
明
）

よ
り
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
正
和
本
の
外
題
に
「
信
範
鈔
」
と
あ

る
の
も
注
意
を
引
く
。
こ
れ
は
正
和
本
奥
書
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、

文
永
十
一
年
の
信
範
書
写
本
に
基
づ
く
こ
と
を
と
り
た
て
て
重
視
し
た
た

め
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
弘
安
本
も
ま
た
文
永
本
の
忠
実
な

写
し
で
あ
り
、
紙
背
が
信
範
の
書
写
時
点
に
遡
る
可
能
性
が
浮
上
す
る
。

さ
ら
に
、
遡
っ
て
紙
背
が
著
者
心
覚
に
係
る
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
強

力
な
根
拠
と
な
る
の
は
、
正
和
本
紙
背
の
内
容
が
も
と
『
悉
曇
要
抄
』
の

本
文
で
あ
っ
た
形
跡
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第

十
四
号
に
載
せ
る
文
治
本
の
図
版
三
件
を
正
和
本
に
照
ら
す
と
、
そ
の
う

ち
同
書
六
三
頁
下
段
の
図
版
は
右
側
に
み
え
る
図
が
正
和
本
で
は
中
巻
紙

背
に
あ
り
、
左
側
の
十
・
重
音
長
短
二
合
一
二
等
漢
注
事
は
正
和
本
中
巻

の
本
文
に
あ
る
。
同
様
に
『
井
上
書
店
古
典
籍
特
輯
目
録
』
に
載
せ
る
七

件
の
図
版
の
う
ち
、
中
段
中
央
の
図
版
は
『
山
王
院
伝
』
、『
或
血
脈
』
、『
智

恵
論
（
輪
）
』
の
引
用
が
確
認
で
き
、
前
二
者
は
正
和
本
の
上
巻
紙
背
に

対
応
す
る
が
、
後
一
者
は
正
和
本
の
上
巻
本
文
七
・
諸
家
五
十
字
異
音
異

形
事
に
対
応
す
る
。
つ
ま
り
正
和
本
紙
背
の
少
な
く
と
も
一
部
の
内
容
は

本
文
と
と
も
に
文
治
本
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、

冊
子
で
あ
る
文
治
本
に
は
形
態
上
本
文
と
紙
背
の
区
別
は
な
く
、
正
和
本

に
お
け
る
紙
背
の
内
容
も
本
文
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
、
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
十
四
号
に
記
さ
れ
る
文
治
本
の
引
書

の
う
ち
『
註
蒙
求
』
の
み
正
和
本
で
は
本
文
に
な
く
、
上
巻
の
紙
背
に
し

か
み
え
な
い
が
、
こ
れ
が
異
と
す
る
に
足
り
な
い
こ
と
は
文
治
本
の
形
態

か
ら
了
解
さ
れ
よ
う
。
第
二
の
根
拠
は
、『
篆
隷
文
体
』
を
『
篆
隷
古
文
』

な
ど
と
称
す
る
こ
と
が
、
二
次
引
用
と
思
わ
れ
る
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
の

例
を
除
き
、
『
悉
曇
要
抄
』
に
し
か
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
書
名
の

相
違
が
何
に
よ
る
か
は
詳
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
空
海
「
献
梵
字
幷
雑
文

表
」
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
や
『
小
野
経
蔵
目
録
』

『
悉
曇
蔵
』
『
三
教
勘
注
抄
』
『
性
霊
集
注
』
『
大
元
神
一
秘
書
』
な
ど
も

概
ね
書
名
を
『
古
今
篆
隷
文
体
』
と
記
す
以
上
は
、
『
悉
曇
要
抄
』
の
み

特
殊
の
事
例
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
心
覚
と
は
別
に
信
範
も
『
篆
隷

古
文
』
を
利
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
当
時
そ
の
よ
う
な
異
称
を
も
つ
写

本
が
複
数
存
在
し
た
か
、
或
い
は
一
つ
の
写
本
が
心
覚
か
ら
信
範
へ
受
け

継
が
れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
信
範
が

『
悉
曇
要
抄
』
を
写
し
た
文
永
十
一
年
か
ら
僅
か
十
三
年
後
、
信
範
の
学

統
に
連
な
る
了
尊
が
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
を
書
き
上
げ
た
弘
安
十
年
の
時

点
で
、
了
尊
が
『
篆
隷
古
文
』
の
存
在
を
知
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
『
悉
曇
要

抄
』
よ
り
二
次
引
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
は
あ
ま
り
積
極
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的
に
想
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

さ
て
、
『
悉
曇
要
抄
』
に
引
く
『
篆
隷
古
文
』『
古
文
篆
隷
』
の

も
大

き
な
意
義
は
、
文
体
を
写
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
正
和
本
中
巻
十
八
・
八
声

書
事
に
は
『
篆
隷
文
体
』
の
古
文
篆
・
籒
書
・
刻
符
書
・
蟲
書
・
署
書
・

殳
書
の
序
言
を
引
き
、
文
体
各
一
字
を
写
す
。
ま
た
中
巻
紙
背
に
は
行
書

・
散
隷
書
・
尚
方
大
篆
の
序
言
を
引
き
、
文
体
は
そ
れ
ぞ
れ
四
字
す
べ
て

を
写
す
。
こ
れ
ら
は
毘
沙
門
堂
本
の
文
体
が
整
正
で
あ
る
の
に
及
ば
な
い

が
、
『
悉
曇
要
抄
』
原
本
か
ら
正
和
本
ま
で
の
伝
写
の
回
数
を
考
慮
す
れ

ば
、
正
和
本
も
あ
る
程
度
旧
態
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
逆
に
、

正
和
本
に
よ
っ
て
毘
沙
門
堂
本
の
文
体
が
決
し
て
そ
の
筆
写
者
の
捏
造
で

は
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
山
田
［
一
九
三
五
］（

二
十
八
）

や
小
長
谷
恵

吉
『
日
本
国
見
在
書
目
録
解
説
稿
』
（
く
に
た
ち
本
の
会
、
一
九
三
六
）

の
言
及
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
毘
沙
門
堂
本
に
は
摹
写
に
便
な

る
よ
う
丁
子
油
を
塗
布
し
た
跡
が
あ
る

（
二
十
九
）

。
そ
れ
に
よ
っ
て
筆
写
者

が
精
確
に
親
本
を
搨
摹
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
正
和
本
と
の
形
似

に
よ
り
、
よ
り
明
確
に
毘
沙
門
堂
本
の
文
体
の
来
歴
が
保
証
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
『
悉
曇
要
抄
』
以
前
に
文
体
を
転
写
抄
録
す
る
資
料
は
知
ら
れ
て

お
ら
ず
、
毘
沙
門
堂
本
以
前
の
写
本
『
篆
隷
文
体
』
の
様
相
を
知
り
う
る

と
い
う
点
で
、
こ
の
書
は
重
要
で
あ
る
。
よ
り
書
写
年
代
の
古
い
心
覚
自

筆
草
稿
本
や
文
治
元
年
書
写
本
の
今
後
の
出
現
に
も
期
待
し
た
い
。

一
方
で
、
正
和
本
に
引
く
『
篆
隷
古
文
』
『
古
文
篆
隷
』
は
、
さ
き
の

『
性
霊
集
注
』
と
は
対
照
的
に
、
毘
沙
門
堂
本
の
欠
を
補
う
す
ぐ
れ
た
テ

ク
ス
ト
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
引
用
文
は
往
々
に
し
て
毘
沙
門
堂
本
に
劣

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
毘
沙
門
堂
本
に
あ
る
文
意
不
通
の
字
句
が
『
悉
曇

要
抄
』
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
部
分
が
か
な
り
古
い
段
階
か
ら
問

題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

毘
沙
門
堂
本
・
六
文
に

六
曰
假
借
、
令
長
是
也
。
令
長
無
本
字
、
故
借
令
長
音
。
如
處
處
譽

之
例
。

と
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
、

後
の
一
文
は
何
ら
か
の
誤
り
を
思
わ
せ
る
。

用
字
の
現
象
と
し
て
、
「
譽
」
が
「
豫
」
の
義
に
借
用
さ
れ
る
例
は
あ
る

と
は
い
え

（
三
十
）

、
二
音
節
の
「
處
處
」
が
一
音
節
の
「
譽
」
に
係
る
と
み

る
の
は
語
法
上
不
安
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
和
本
十
七
・
六
書
事
に
引
く

『
篆
隷
古
文
』
も
右
に
同
じ
い
。
恐
ら
く
心
覚
自
筆
本
や
文
治
元
年
書
写

本
で
も
同
様
の
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
部
分
は
遅
く
と
も
平
安
末
時
点
で
文

意
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
ら
し
い
。

毘
沙
門
堂
本
・
散
隷
書
に
も
次
の
文
意
不
通
の
箇
所
が
あ
る
。

散
隸
書
者
、
衞
子
晉
長
水
校
尉
恆
所
作
也
。
衞
氏
三
世
工
書
、
及
恆

亢
蓋
、
溫
故
知
新
、
又
爲
此
法
。
迹
同
飛
白
、
字
依
謹
隸
。

西
晋
・
衛
恒
は
そ
の
祖
父
衛
覬
、
父
衛
瓘
と
揃
っ
て
書
家
と
し
て
令
名
が

高
く
、
「
衛
氏
三
世
工
書
」
は
そ
の
こ
と
を
指
す
。
能
筆
で
あ
る
こ
と
が

こ
こ
で
は
散
隷
書
の
制
作
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
が
、
「
亢
蓋
」
の
二
字
は

未
詳
で
、
文
脈
か
ら
名
声
が
高
ま
る
、
或
い
は
妙
技
を
極
め
る
と
い
う
意

に
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
、
正
和
本
中
巻
紙
背
に
引
く
『
古
文
篆
隷
』

は
傍
線
箇
所
を
「
及
十
凡
蓋
」
に
作
る
が
、
こ
れ
も
文
意
を
通
じ
が
た
い
。

「
十
凡
」
は
毘
沙
門
堂
本
の
「
亢
」
と
対
応
す
る
ゆ
え
、
こ
の
文
意
不
通

の
字
句
は
毘
沙
門
堂
本
固
有
の
問
題
で
は
な
い
。
正
和
本
の
紙
背
が
心
覚

に
ま
で
遡
る
可
能
性
は
高
く
、
そ
の
可
能
性
に
従
え
ば
、
や
は
り
こ
の
部
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分
も
平
安
末
の
時
点
で
問
題
を
生
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

毘
沙
門
堂
本
の
祖
本
を
推
測
す
る
う
え
で
い
ま
一
つ
注
意
さ
れ
る
の

は
、
『
悉
曇
要
抄
』
に
引
く
『
玉
篇
』
で
あ
る
。
毘
沙
門
堂
本
に
は
八
条

の
引
用
が
あ
り
、
書
部
・
書
を
引
く
巻
末
の
一
条
以
外
は
み
な
眉
欄
に
書

き
入
れ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
梁
・
顧
野
王
『
玉
篇
』
を
改
編
し
北
宋
・

大
中
祥
符
六
年
（
一
〇
一
三
）
に
成
る
『
大
広
益
会
玉
篇
』
、
い
わ
ゆ
る

『
宋
本
玉
篇
』
の
引
用
で
あ
る
。
『
宋
本
玉
篇
』
の
系
統
に
は
、
改
編
時

の
体
裁
を
保
つ
も
の
（
例
え
ば
張
氏
沢
存
堂
本
）
と
、
そ
の
簡
略
版
（
例

え
ば
四
部
叢
刊
の
底
本
た
る
建
徳
周
氏
蔵
元
刊
本
）
の
二
つ
が
あ
る
が
、

毘
沙
門
堂
本
に
引
く
文
は
す
べ
て
前
者
と
よ
く
一
致
し
、
後
者
と
は
合
わ

な
い
場
合
が
あ
る
。
眉
欄
の
七
条
は
『
篆
隷
文
体
』
本
文
の
字
に
対
し
、

補
足
の
意
味
で
そ
の
字
釈
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
籒
書
の
眉

欄
に

玉
云
、
籒
、
直
救
切
。
說
文
云
、
讀
書
也
。
又
史
籒
周
太
史
、
造
大

篆
。

と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
宋
本
玉
篇
』
竹
部
・
籒
の
字
釈
だ

が
、
実
は
正
和
五
年
本
『
悉
曇
要
抄
』
紙
背
に
も
『
古
文
篆
隷
』
と
と
も

に
同
じ
引
用
が
あ
る
。
両
書
に
引
く
字
釈
は
『
宋
本
玉
篇
』
籒
の
全
文
で

あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
強
い
根
拠
と
は
な
ら
な
い
が
、
『
悉
曇
要
抄
』
が

成
立
し
た
平
安
末
時
点
で
、
既
に
『
宋
本
玉
篇
』
の
引
用
が
加
わ
っ
た
写

本
『
篆
隷
文
体
』
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

現
状
で
は
い
く
つ
か
の
不
確
定
要
素
を
含
む
が
、
以
上
に
よ
り
正
和
本

『
悉
曇
要
抄
』
の
意
義
は
次
の
三
つ
に
集
約
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
写
さ

れ
る
文
体
が
毘
沙
門
堂
本
の
来
歴
に
信
頼
性
を
与
え
る
こ
と
、
毘
沙
門
堂

本
と
文
意
不
通
の
箇
所
を
共
有
す
る
こ
と
、
毘
沙
門
堂
本
と
同
一
の
『
宋

本
玉
篇
』
の
引
用
を
含
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
さ
き

の
『
性
霊
集
注
』
と
は
対
照
的
に
、
『
悉
曇
要
抄
』
所
引
本
に
は
毘
沙
門

堂
本
と
の
関
係
の
近
さ
を
示
唆
す
る
例
が
多
い
と
い
え
る
。
こ
の
点
は
、

次
節
で
論
ず
る
例
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。

二
―
三

他
本
の
字

『
性
霊
集
注
』
や
『
悉
曇
要
抄
』
な
ど
本
邦
古
籍
中
に
み
ら
れ
る
引
用

以
外
に
、
毘
沙
門
堂
本
に
記
さ
れ
る
他
本
の
字
も
ま
た
、
『
篆
隷
文
体
』

の
祖
本
を
探
る
う
え
で
有
益
な
材
料
で
あ
る
。
す
べ
て
六
例
を
数
え
る
。

例
え
ば
、
六
文
・
形
声
に

三
曰
形
聲
、
江
河
是
也
。
工
音
如
江
、
河
音
近
河
。

可
イ

と
あ
り
、
第
二
の
「
河
」
の
右
に
「
可
イ
」
と
他
本
の
字
を
示
す
。
こ
こ

は
形
声
字
の
声
符
と
の
関
係
を
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、「
可
音
近
河
」

と
な
る
他
本
の
字
が
正
し
い
。
正
和
本
『
悉
曇
要
抄
』
十
七
・
六
書
事
に

引
く
『
篆
隷
古
文
』
及
び
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
巻
七
に
引
く
同
書
で
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

三
曰
形
聲
、
江
河
是
也
。
工
音
如
河
、
河
音
近
河
。

『
悉
曇
要
抄
』

三
曰
形
聲
、
江
河
是
也
。
工
音
如
江
、
可
音
近
河
。
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』（

三
十
一
）

『
悉
曇
要
抄
』
は
や
や
混
乱
が
あ
り
、
「
江
」
を
「
河
」
に
誤
る
う
え
、

ま
た
毘
沙
門
堂
本
と
同
じ
く
「
可
」
を
「
河
」
に
誤
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
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一
見
毘
沙
門
堂
本
の
誤
り
は
『
悉
曇
要
抄
』
成
立
時
点
ま
で
遡
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
悉
曇
要
抄
』
の
二
次
引
用
と
思
わ
れ
る
『
悉
曇

輪
略
図
抄
』
所
引
『
篆
隷
古
文
』
は
、
正
し
く
「
可
音
近
河
」
に
作
る
。

引
用
の
際
に
了
尊
が
字
を
改
め
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
了
尊
の
み

た
『
悉
曇
要
抄
』
が
正
し
く
「
可
」
に
作
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

よ
う
。
正
和
本
の
誤
り
は
抄
写
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
生
じ
た
可
能
性
も

あ
り
、
現
時
点
で
利
用
可
能
な
伝
本
の
比
較
で
は
、
「
可
」
「
河
」
の
異
同

か
ら
毘
沙
門
堂
本
と
の
近
さ
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

で
は
、
次
の
例
は
ど
う
か
。
六
文
・
転
注
に

五
曰
轉
注
、
考
老
是
也
。
耆
耋
之
字
、
皆
以
支
居
上
。

老
イ

と
あ
り
、
「
支
」
の
右
に
「
老
イ
」
と
他
本
の
字
を
示
す
。
「
耆
耋
之
字
」

と
は
こ
こ
で
は
年
寄
り
に
関
す
る
字
と
い
う
意
に
解
さ
れ
、
両
字
と
も

「
老
」
に
従
う
か
ら
、
明
ら
か
に
他
本
の
字
が
よ
い
。
一
方
、
正
和
本
『
悉

曇
要
抄
』
十
七
・
六
書
事
、
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
巻
七
に
引
く
『
篆
隷
古

文
』
で
は
、
当
該
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
「
支
」
「
㕛
（
爻
）」
に
作
る
。
毘
沙

門
堂
本
の
字
は
正
和
本
に
一
致
し
、
他
本
の
字
に
一
致
す
る
例
は
無
い
。

六
文
・
会
意
に
も
他
本
の
字
が
記
さ
れ
る
が
、
『
悉
曇
要
抄
』
や
『
悉
曇

輪
略
図
抄
』
に
引
く
『
篆
隷
古
文
』
は
と
も
に
毘
沙
門
堂
本
に
一
致
し
、

や
は
り
他
本
の
字
と
は
一
致
し
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
『
篆
隷
文
体
』
に
対

す
る
他
本
の
字
は
亀
書
、
騏
驎
書
に
も
一
例
ず
つ
あ
る
が
、
当
該
箇
所
は

『
悉
曇
要
抄
』
や
『
性
霊
集
注
』
に
は
引
か
れ
な
い
。
で
は
、
毘
沙
門
堂

本
に
い
わ
ゆ
る
他
本
と
は
、
『
悉
曇
要
抄
』
所
引
『
篆
隷
古
文
』
や
毘
沙

門
堂
本
と
は
ま
た
別
の
系
統
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
巻
末
に
引
く
『
博
聞
録
』

第
一
巻
・
宝
璽
篆
文
に
み
え
る
残
り
の
一
例
で
あ
る
。

玉
璽
者
、
傳
國
璽
也
、
…
…
其
上
篆
文
、
飾
以
蟲
鳥
魚
龍
之
形
。

狀
イ

「
形
」
の
右
に
「
狀
イ
」
と
あ
る
が
、
ほ
か
の
五
例
が
い
ず
れ
も
『
篆
隷

文
体
』
と
の
異
同
を
示
す
の
に
対
し
、
こ
れ
の
み
異
例
で
あ
る
。
宝
璽
篆

文
の
佚
文
は
宮
紀
子
［
二
〇
〇
四
］
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
穂
久
邇
文
庫

蔵
元
弘
三
年
（
一
三
三
一
）
写
本
『
五
行
大
義
』
巻
三
の
紙
背
に
も
引
か

れ
る

（
三
十
二
）

。
引
用
文
は
毘
沙
門
堂
本
に
ほ
ぼ
同
じ
い
が
、
誤
写
と
み
ら

れ
る
例
を
除
い
て
ま
た
一
字
の
異
同
が
あ
り
、
実
は
そ
れ
が
毘
沙
門
堂
本

に
示
さ
れ
る
他
本
の
字
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
元
弘
三
年
写
本
の
紙
背

に
よ
っ
て
毘
沙
門
堂
本
に
引
く
『
博
聞
録
』
と
の
校
合
が
な
さ
れ
た
可
能

性
は
極
め
て
低
く
、
交
渉
が
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
ま
た
、
依
拠
し

た
『
博
聞
録
』
に
他
本
の
字
が
記
さ
れ
て
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
国
内
に
伝

来
し
た
『
博
聞
録
』
の
刊
本
か
ら
写
本
が
生
じ
、
さ
ら
に
写
本
と
刊
本
あ

る
い
は
写
本
ど
う
し
で
校
合
が
行
わ
れ
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

が
（
三
十
三
）

、
類
書
を
校
合
す
る
と
い
う
事
情
も
想
定
し
づ
ら
い
。
と
な
れ

ば
、

も
あ
り
う
る
の
は
毘
沙
門
堂
本
に
い
わ
ゆ
る
他
本
も
ま
た
『
篆
隷

文
体
』
に
続
け
て
『
博
聞
録
』
を
写
し
、
校
合
が
『
博
聞
録
』
の
引
用
に

ま
で
及
ん
だ
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
に
従
え
ば
、
校
合
の

際
の
底
本
と
対
校
本
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
相
違
は
な
か
っ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
『
性
霊
集
注
』
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
字
句
が

対
校
本
に
含
ま
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
毘
沙
門
堂
本
に
も
何
ら
か
の
校
語
が

記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
毘
沙
門
堂
本
に
な
い
以
上
は
校
合
時

の
対
校
本
に
も
同
様
の
欠
落
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
『
悉
曇
要
抄
』
所

引
『
篆
隷
古
文
』
と
他
本
と
の
部
分
的
な
対
立
は
、
そ
れ
の
み
で
は
必
ず
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し
も
毘
沙
門
堂
本
が
後
者
よ
り
前
者
に
近
か
っ
た
こ
と
の
証
左
と
は
な
ら

な
い
。
『
悉
曇
要
抄
』
が
依
拠
し
た
写
本
は
そ
れ
な
り
に
毘
沙
門
堂
本
に

近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
他
本
は
そ
れ
以
上
に
系
統
上
近
い
と
こ
ろ
に
属

し
、
同
じ
く
『
博
聞
録
』
の
引
用
を
含
む
、
毘
沙
門
堂
本
に
よ
く
似
た
テ

ク
ス
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

毘
沙
門
堂
本
と
そ
の
祖
本
に
関
す
る
論
点
は
以
上
に
概
ね
尽
く
さ
れ
る

が
、
い
ま
一
つ
祖
本
と
の
関
係
を
推
測
し
う
る
材
料
が
あ
る
。
や
や
迂
遠

な
議
論
を
差
し
挟
む
が
、
次
章
に
そ
の
こ
と
を
論
じ
た
う
え
で
、
伝
本
系

統
に
お
け
る
毘
沙
門
堂
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
結
論
の
章
で
整
理
を

試
み
た
い
。三

毘
沙
門
堂
本
に
引
く
『
千
字
文
』
注
、
『
蒙
求
』
注

従
来
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
毘
沙
門
堂
本
巻
末
に
は
『
千

字
文
』
注
及
び
『
蒙
求
』
注
を
経
由
し
た
と
思
わ
れ
る
多
数
の
引
用
が
あ

る
（
三
十
四
）

。
一
つ
は
『
博
聞
録
』
第
八
巻
・
器
物
原
始
に
加
え
ら
れ
た
小

字
の
注
で
あ
る
。

『
博
聞
録
』
本
文
に
は

書

黃
帝
内
傳
曰
、
帝
煞
蚩
尤
、
因
命
蒼
頡
造
文
字
、
以
變
質
爲
文
。

帝
王
世
紀
曰
、
蒼
頡
取
像
鳥
跡
、
始
作
文
字
。
李
瀚
蒙
求
曰
、
蒼
頡

黃
帝
下
臣
、
觀
鳥
跡
以
作
文
字
。
鬼
夜
哭
、
龍
潛
藏
。

と
あ
り
、
「
書
」
と
い
う
主
題
の
も
と
、
『
黄
帝
内
伝
』
（
佚
書
、
偽
書
）、

皇
甫
謐
『
帝
王
世
紀
』
（
佚
書
）
、
李
瀚
『
蒙
求
』
を
引
く

（
三
十
五
）

。
三
書

の
引
用
は
、
こ
の
順
に
北
宋
・
高
承
撰
と
題
す
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
南
宋
慶

元
三
年
（
一
一
九
七
）
刊
『
重
修
事
物
紀
原
集
』
巻
七
・
経
籍
藝
文
門
・

文
字
に
、
先
に
み
え
る
。
僅
か
な
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
部
分
は
『
博

聞
録
』
が
先
行
す
る
『
事
物
紀
原
』
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
宋
版
と
同
一
と
は

限
ら
な
い
）
を
襲
っ
た
と
み
て
よ
い
。
ま
た
『
博
聞
録
』
の
後
継
で
あ
る

『
事
林
広
記
』
の
和
刻
本
（
『
新
編
群
書
類
要
事
林
広
記
』
）
戊
集
巻
六
に

も
同
文
が
み
え
る
。
毘
沙
門
堂
本
巻
末
に
は
右
の
引
用
に
続
け
て
、
次
の

小
字
の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
事
物
紀
原
』
や
和
刻
本
『
事
林
広
記
』

に
は
な
い
た
め
、
邦
人
の
書
き
入
れ
と
み
ら
れ
る
。
引
用
に
際
し
、
原
文

の
誤
字
を
（

）
で
括
り
、
正
し
い
字
な
い
し
補
う
べ
き
字
を
〔

〕
内
に

示
す
（
以
下
同
じ
、
番
号
と
傍
線
は
便
宜
的
に
附
す
）。

係
辭
曰
、
上
古
結
繩
而
治
。
後
世
聖
人
易
之
以
書
契
。
繩
長
一
丈
二

尺
。
軒
轅
皇
帝
治
天
下
之
時
、
有
蒼
頡
觀
鳥
跡
、
制
爲
文
字
、
以
代

結
繩
、
至
今
傳
之

。
淮
南
子
曰
、
昔
蒼
頡
作
書
、
而
天
雨
粟
、
鬼

⑴

夜
哭
。
許

〔
愼
〕
曰
、
蒼
頡
視
鳥
跡
之
文
、
造
書
契
、
則
詐

（
塡
）

（
爲
）

〔
僞
〕
萌
生
。
天
知
其
將
餓
、
故
爲
雨
粟
。
鬼
爲
文
書
所
劾
、
故
夜

哭
也

。
⑵

⑴
は
『
周
易
』
繫
辞
伝
を
引
い
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
は
『
千
字
文
』

第
二
十
一
句
「
始
制
文
字
」
の
注
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に

判
断
で
き
る
の
は
、
結
縄
の
縄
の
長
さ
を
記
す
の
が
有
注
『
千
字
文
』
独

自
の
内
容
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
存
す
る
『
千
字
文
』
の
比
較

的
古
い
注
本
に
は
、
纂
図
本
と
五
山
版
の
二
系
統
が
あ
る
が

（
三
十
六
）

、
こ

こ
に
引
か
れ
る
の
は
纂
図
系
に
属
す
る
。
江
戸
時
代
刊
『
纂
図
附
音
増
広

古
注
千
字
文
』
に
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係
辭
曰
、
上
古
刻
木
結
繩
而
治
。
後
世
聖
人
易
之
以
書
契
。
繩
長
一

丈
二
尺
。
軒
轅
皇
帝
治
天
下
之
時
、
有
神
人
蒼
頡
觀
鳥
獸
跡
、
制
爲

文
字
、
以
代
結
繩
、
至
今
傳
之

（
三
十
七
）

。

と
あ
る
の
と
比
較
す
る
と
、
毘
沙
門
堂
本
に
は
「
刻
木
」
「
神
人
」
「
獸
」

が
そ
れ
ぞ
れ
な
い
が
、
同
名
の
国
立
国
語
研
究
所
蔵
写
本
や
陽
明
文
庫
蔵

写
本
『
纂
図
附
音
集
註
千
字
文
』
の
よ
う
に
、
「
刻
木
」
の
二
字
の
な
い

テ
ク
ス
ト
も
み
ら
れ
る
。

⑵
は
『
淮
南
子
』
本
経
訓
の
記
事
だ
が
、
現
行
本
や
『
藝
文
類
聚
』
巻

八
十
五
、
『
太
平
御
覧
』
巻
八
百
四
十
に
引
く
『
淮
南
子
』
と
は
一
致
せ

ず
、
『
蒙
求
』
第
二
百
二
十
二
句
「
蒼
頡
制
字
」
の
注
に
引
く
そ
れ
に
近

い
。
有
注
『
蒙
求
』
に
は
い
く
つ
か
系
統
が
あ
る
が
、『
蒙
求
古
註
集
成
』

（
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
至
一
九
九
〇
）
所
収
の
諸
本
で
比
較
す
る
と
、

古
い
注
本
の
な
か
で
は
五
山
版
『
蒙
求
』
注
（
『
重
新
点
校
附
音
増
註
蒙

求
』
）
に

淮
南
子
、
昔
蒼
頡
作
書
、
而
天
雨
粟
、
鬼
夜
哭
。
許
愼
曰
、
蒼
頡
視

鳥
迹
之
文
、
造
書
契
、
則
詐
僞
萌
生
。
天
知
其
將
餓
、
故
爲
雨
粟
。

鬼
恐
爲
文
書
所
劾
、
故
夜
哭
。

と
あ
る
の
が

も
毘
沙
門
堂
本
に
近
い

（
三
十
八
）

。
故
宮
本
・
書
陵
部
本
の

注
は
『
淮
南
子
』
を
引
か
ず
、
大
永
五
年
本
は
「
詐
僞
萌
生
」
以
下
に
「
去

本
趨
末
、
棄
耕
作
之
業
、
務
錐
刀
之
利
。
天
知
其
將
餓
」
を
補
う
。

⑴
⑵
の
よ
う
に
、
書
に
関
す
る
事
柄
が
『
千
字
文
』
注
や
『
蒙
求
』
注

に
よ
り
補
足
さ
れ
る
事
実
は
、
両
書
の
本
文
の
み
な
ら
ず
注
釈
ま
で
も
が

中
世
日
本
人
の
、
少
な
く
と
も
あ
る
階
層
に
お
け
る
知
識
の
基
盤
と
し
て

吸
収
さ
れ
、
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、

次
に
示
す
よ
う
に
巻
末
の
『
（
宋
本
）
玉
篇
』
書
部
・
書
の
字
釈
に
始
ま

る
、
種
々
の
小
字
の
注
記
に
も
著
し
い
。

玉
篇
云
、

書
、
式
余
切
。
世
謂
蒼
頡
作
書
、
卽
黃
帝
史
也
。
象
形
指
事
形
聲
轉

注
會
意
假
借
、
此
造
字
之
本
也
。
書
者
、
著
也
。
依
類
象
形
謂
之
文
、

形
聲
相
益
謂
之
字
。
所
以

〔
明
〕
於

〔
萬
〕
事
、
紀
往

（
相
）

（
方
）

（
如
）

〔
知
〕
來
也
。
書
之
如
也
。
書

𦘠

、
竝
同
上
。

說
文
如
此
書
之

漆
書
者
、
漢
書
云
、

〔
漢
〕
靈
帝
有
詔
、
使
人
於
嵩
山
石

（
溢
）

（
璧
）

〔
壁
〕
以
漆
書
。
恐
其
字
滅
絕
、
鑿
石

〔
壁
〕
作
字
。
千
字

（
璧
）

文
注
云
、
漢
靈
帝
石

〔
壁
〕
之
漆
書
、
見
在
嵩
山
、
學
士
向

（
璧
）

彼
正
五
經
字

。
麤
注
事
、
古
文
孝
經
序
曰
云
〻

。
科
斗
書
事
、

⑶

⑷

尚
書
序
曰
云
〻

、

西
京
雜
記
曰
云
〻

。
秦
程
邈
字
元
岑
、
始
皇

⑸

⑹

用
爲

〔
獄
〕
吏
。
得
罪
、
雲
陽

〔
獄
〕
中
幽
囚
十
年
、

（
嶽
）

（
嶽
）

邈

〔
獄
〕
中
改
篆
爲
隸
、
楷
字
是
〔
也
〕
。
於
是
始
皇
善
之
、

（
嶽
）

免
其
罪
焉

。
史
記
曰
、
周
宣
王
時
、
史
籒
爲
史
官
、
改
古
文
以
爲

⑺

大
篆
、
始
著
十
五
篇

。
後

〔
漢
〕
書
云
、
張
芝
字
伯
英
、
善

⑻

（
溢
）

草

〔
書
〕

。

又
曰
、
杜

〔
操
〕

〔
漢
〕
丞
相
、

（
出
）

⑼

（
燥
）

（
溢
）

善
草
書

。
一
本
云
、
杜
泰
云
〻
。
或
書
云
、
草
出
始
皇
、

⑽

（
溢
）

〔
漢
〕
代
不
知
誰
人
作
云
〻
。

西
京
雜
記
曰
、
滕
公
常
駕
至
東
都
門
、
馬
悲
鳴
、
掊
地
不
前
。
公
使

掘
之
三
尺
、
果
得
石
椁
。
有
銘
視
之
、
皆
古
昔
科
斗
書
也
。
以
今
文

寫
之

。
⑾

⑶
は
な
か
ほ
ど
に
「
千
字
文
注
云
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
「
漢
書
云
」
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か
ら
が
『
千
字
文
』
第
百
二
十
二
句
「
漆
書
壁
経
」
の
注
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
と
い
う
の
も
、
江
戸
時
代
刊
『
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字
文
』
に
は

漢
靈
帝
有
詔
、
使
人
於
嵩
山
石
壁
以
漆
書
。
恐
其
字
滅
絕
、
鑿
石
壁

作
字
。
見
在
嵩
山
。
今
有
学
士
向
彼
正
五
經
字
也
。
又
尚
書
序
曰
、

魯
恭
王
壞
孔
子
舊
宅
、
以
廣
其
居
、
於
壁
中
得
先
人
所
藏
古
文
虞
夏

商
周
之
書
及
傳
、
皆
科
斗
文
字
也
。

と
あ
り
、
「
漢
書
云
」
以
下
と
概
ね
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
引

か
れ
る
『
漢
書
』
の
記
事
は
班
固
の
そ
れ
に
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
現
行
の

范
曄
『
後
漢
書
』
や
周
天
游
『
八
家
後
漢
書
輯
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
六
）
に
輯
佚
さ
れ
る
現
行
本
以
外
の
『
後
漢
書
』
に
も
み
え
ず
、

『
千
字
文
』
注
独
自
の
内
容
と
認
め
う
る
。
い
ま
み
ら
れ
る
纂
図
系
諸
本

で
は
い
ず
れ
も
「
漢
書
云
」
と
記
さ
な
い
が
、
多
数
の
異
本
が
存
在
し
、

そ
れ
ぞ
れ
相
当
に
出
入
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
中
世
の
あ
る
段
階
ま
で

は
、
そ
の
よ
う
な
注
本
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

（
三
十
九
）

。

⑸
は
『
古
文
尚
書
』
序
に

至
魯
共
王
、
好
治
宮
室
、
壞
孔
子
舊
宅
、
以
廣
其
居
、
於
壁
中
得
先

人
所
藏
古
文
虞
夏
商
周
之
書
及
傳
論
語
孝
經
、
皆
科
斗
文
字
。
王
又

升
孔
子
堂
、
聞
金
石
絲
竹
之
音
。
乃
不
壞
宅
、
悉
以
書
還
孔
氏
。
科

斗
書
廢
已
久
、
時
人
無
能
知
者

（
四
十
）

。

と
あ
る
の
を
指
す
。
し
か
し
、
⑸
も
や
は
り
『
千
字
文
』
注
に
よ
り
知
り

う
る
。
右
に
引
い
た
よ
う
に
、
纂
図
本
に
は
後
漢
霊
帝
の
話
に
続
け
て
『
尚

書
』
序
の
引
用
が
あ
る
。

⑹
は
『
西
京
雑
記
』
に
も
科
斗
書
の
記
述
が
み
え
る
こ
と
を
い
い
、
あ

と
の
⑾
と
対
応
す
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
⑾
は
現
行
本
よ
り
も
『
蒙

求
』
注
に
引
く
『
西
京
雑
記
』
に
近
い
。

⑷
は
「
麤
注
事
」
の
文
意
が
詳
ら
か
で
な
い
。
書
体
に
関
す
る
こ
と
で

は
、
『
古
文
孝
経
』
序
に

至
漢
興
、
建
元
之
初
、
河
間
王
得
而
獻
之
。
凡
十
八
章
、
文
字
多
誤
、

博
士
頗
以
敎
授
也
。
後
魯
恭
王
使
人
壞
夫
子
講
堂
、
於
壁
中
石
函
得

古
文
孝
經
廿
二
章
、
載
在
竹
牒
。
其
長
尺
有
二
寸
、
字
科
斗
形

（
四
十
一
）

。

と
あ
る
が
、
⑸
⑹
か
ら
考
え
て
「
麤
注
」
は
「
科
斗
書
」
と
は
別
の
こ
と

を
指
す
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
に
そ
れ
と
思
し
い
記
述

は
特
に
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
『
尚
書
』
序
や
『
西
京
雑
記
』
は
そ
れ
ぞ

れ
『
千
字
文
』
注
、
『
蒙
求
』
注
に
引
用
が
あ
る
が
、
『
古
文
孝
経
』
序
を

引
く
『
千
字
文
』
注
、
『
蒙
求
』
注
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

次
の
⑺
⑻
は
明
ら
か
に
『
蒙
求
』
第
二
百
四
十
九
句
「
程
邈
隷
書
」
及

び
第
二
百
五
十
句
「
史
籒
大
篆
」
の
注
を
続
け
て
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

五
山
版
『
蒙
求
』
注
に

秦
程
邈
字
元
岑
、
始
皇
用
爲
獄
吏
。
得
罪
、
雲
陽
獄
中
幽
囚
十
年
、

邈
獄
中
改
篆
爲
隸
、
楷
字
是
也
。
於
是
始
皇
善
之
、
免
其
罪
焉
。
史

記
、
周
宣
王
時
、
史
籀
爲
史
官
、
改
古
文
字
以
爲
大
篆
、
始
著
十
五

篇
。

と
あ
る
。
故
宮
本
、
書
陵
部
本
、
大
永
五
年
本
の
注
は
「
秦
」
の
下
に
「
時
」
、

「
楷
」
の
上
に
「
今
」
が
あ
り
、
「
古
文
字
」
を
「
古
文
」
に
作
る
。
こ
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の
ほ
か
、
故
宮
本
・
書
陵
部
本
は
「
始
著
十
五
篇
」
の
五
字
を
欠
き
、
大

永
五
年
本
は
「
楷
字
」
を
「
楷
書
」
に
作
る
と
い
っ
た
異
同
が
あ
る
。
従

っ
て
五
山
版
が

も
毘
沙
門
堂
本
に
近
い
。
な
お
、
こ
こ
に
引
か
れ
る
「
史

記
」
は
司
馬
遷
の
著
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
俗
書
の
「
史
記
」
で
あ
る
。

⑼
は
『
蒙
求
』
第
三
百
二
十
句
「
伯
英
草
聖
」
の
注
に
近
い
。
「
出
」

は
「
書
」
の
草
体
を
誤
読
し
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
五
山
版
『
蒙
求
』

に

後
漢
、
張
芝
字
伯
英
、
善
草
書
絕
妙
。
時
人
謂
曰
、
臨
池
學
書
、
池

水
盡
黑
。
韋
誕
曰
、
伯
英
草
聖
、
家
中
衣
絹
、
先
書
後
練
。

と
あ
る
。
故
宮
本
・
書
陵
部
本
は
当
該
箇
所
を
欠
き
、
大
永
五
年
本
は
小

字
の
補
記
が
あ
る
ほ
か
は
右
に
概
ね
同
じ
だ
が
、五
山
版
で
は
文
頭
の
「
後

漢
」
を
必
ず
出
典
の
名
称
と
し
て
用
い
て
い
る
節
が
あ
り

（
四
十
二
）

、
毘
沙

門
堂
本
に
「
後
溢
書
」
と
あ
る
の
と
合
う
。
こ
れ
と
関
連
す
る
が
、
も
と

マ
マ

東
寺
観
智
院
の
所
蔵
に
か
か
り
、
い
ま
は
天
理
大
学
天
理
図
書
館
に
蔵
さ

れ
る
源
為
憲
『
世
俗
諺
文
』
（
寛
弘
四
年
成
立
、
一
〇
〇
七
）
巻
上
・
草

聖
に
も
、
右
と
ほ
ぼ
同
じ
文
が
引
か
れ
、
毘
沙
門
堂
本
と
同
じ
く
出
典
を

『
後
漢
書
』
と
す
る

（
四
十
三
）

。
や
は
り
、
両
者
と
も
に
『
蒙
求
』
注
の
利

用
を
疑
う
べ
き
で
あ
る

（
四
十
四
）

。
現
行
の
范
曄
『
後
漢
書
』
や
『
八
家
後

漢
書
輯
注
』
に
こ
の
文
は
み
え
な
い
。

⑽
は
『
千
字
文
』
第
百
二
十
一
句
「
杜
藁
鍾
隷
」
の
注
に
近
い
。
江
戸

時
代
刊
『
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字
文
』
に

杜
操
爲
漢
丞
相
、
善
草
書
。
魏
大
尉
鐘
繇
改
小
篆
書
爲
隸
書
、
傳
之
。

マ
マ

と
あ
る
。
た
だ
し
、
毘
沙
門
堂
本
に
い
う
「
又
曰
」
と
は
⑼
と
同
じ
く
『
後

漢
書
』
の
引
用
を
指
す
の
だ
ろ
う
が
、
現
存
の
纂
図
系
諸
本
は
こ
こ
で
は

特
に
出
典
を
掲
げ
な
い
。
⑶
の
「
漢
書
云
」
に
対
す
る
推
測
と
同
じ
く
、

『
後
漢
書
』
を
出
典
に
挙
げ
る
注
本
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
⑽
に

続
け
て
「
一
本
云
、
杜
泰
云
〻
」
と
い
う
の
は
、
杜
操
の
名
が
俗
字
で
「
𢮥
」

と
記
し
て
あ
っ
た
の
を
、「
泰
」
に
誤
写
し
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。「
一

本
云
」
と
は
巻
末
の
加
筆
者
が
参
照
し
た
『
千
字
文
』
に
、
人
名
を
杜
泰

と
す
る
他
本
の
情
報
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

「
或
書
云
」
は
い
ま
そ
の
出
典
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
草
書
が
始

皇
帝
の
世
に
始
ま
っ
た
こ
と
は
梁
・
武
帝
「
草
書
状
」（
『
書
苑
菁
華
』
巻

三
）
や
『
類
林
』
零
巻
と
推
定
さ
れ
る
敦
煌
写
本

二
六
三
五
の
巻
八
・
雀マ

マ

P

寔
、
金
・
王
朋
寿
『
重
刊
増
広
分
門
類
林
雑
説
』
巻
八
・
攻
書
篇
・
崔
寔

な
ど
に
み
え
る

（
四
十
五
）

。
ま
た
草
書
の
作
者
が
不
明
で
あ
る
こ
と
は
、
西

晋
・
衛
恒
『
四
体
書
勢
』
草
書
勢
序
（
『
晋
書
』
巻
三
十
六
・
衛
瓘
伝
）

や
北
魏
・
江
式
「
論
書
表
」
（
『
法
書
要
録
』
巻
二
）
、
唐
・
張
懐
瓘
『
書

断
』
章
草
（
『
法
書
要
録
』
巻
七
）
な
ど
に
み
え
る

（
四
十
六
）

。

⑾
は
⑹
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
だ
が
、
現
行
の
六
巻
本
巻
四
や
ま
た

『
文
選
』
巻
三
十
・
沈
約
「
冬
節
後
至
丞
相
第
詣
世
子
車
中
」
の
李
善
注
、

郭
忠
恕
『
汗
簡
』
巻
七
・
略
叙
な
ど
に
引
く
『
西
京
雑
記
』
と
も
異
同
が

あ
り
、
『
蒙
求
』
第
二
百
二
十
五
句
「
滕
公
佳
城
」
の
注
に
引
く
そ
れ
が

も
近
い
。
五
山
版
『
蒙
求
』
に

西
京
雜
記
、
滕
公
駕
至
東
都
門
、
馬
悲
鳴
、
跑
地
不
前
。
公
使
人
掘

之
三
尺
、
得
石
椁
。
有
銘
視
之
、
皆
古
科
斗
書
也
。
以
今
文
寫
之
。

曰
、
佳
城
鬱
〻
三
千
年
、
見
白
日
。
可
嗟
、
滕
公
居
此
室
。
公
曰
、

天
乎
、
吾
死
、
其
安
此
乎
。
一
注
、
滕
公
者
卽
夏
侯
嬰
也
。
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と
あ
る
。
故
宮
本
・
書
陵
部
本
に
引
く
『
西
京
雑
記
』
は
か
な
り
異
な
る

が
、
大
永
五
年
本
は
右
に
近
く
、
「
駕
」
の
上
に
「
常
」
、
「
得
」
の
上
に

「
果
」
、
「
古
」
の
下
に
「
昔
」
が
あ
る
。
「
常
」
「
果
」
「
昔
」
の
字
は
毘

沙
門
堂
本
に
も
あ
り
、
大
永
五
年
本
が
こ
こ
で
は

も
近
い
。

以
上
を
要
す
る
と
、
⑴
⑶
⑸
⑽
は
纂
図
系
『
千
字
文
』
、
⑵
⑺
⑻
⑼
⑾

は
準
古
注
『
蒙
求
』
に
そ
れ
ぞ
れ
依
拠
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
直
接
の
出

典
が
ほ
ぼ
こ
の
二
書
に
収
斂
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
を
書
き
入
れ
た
人
物

に
お
い
て
、
種
々
の
漢
籍
由
来
の
知
識
が
『
千
字
文
』
注
、
『
蒙
求
』
注

を
媒
介
と
し
て
習
得
さ
れ
て
い
た
事
実
を
示
す
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
知

識
獲
得
の
手
段
や
原
典
引
用
の
代
替
と
し
て
の
幼
学
書
注
文
の
利
用
は
、

い
ま
の
場
合
、
単
な
る
一
個
人
の
特
殊
な
傾
向
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
ま
ず
検
討
を
要
す
る
の
は
、
『
蒙
求
』
注
の
引
用
と
比
定
し
た

右
の
五
条
の
う
ち
、
⑵
⑺
⑻
⑼
が
五
山
版
の
系
統
と
認
め
て
よ
い
の
に
対

し
、
⑾
は
大
永
五
年
本
に
近
く
、
系
統
を
違
え
る
こ
と
で
あ
る
。
二
系
統

の
特
徴
を
併
せ
も
つ
、
中
間
的
な
未
知
の
テ
ク
ス
ト
を
想
定
す
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
『
西
京
雑
記
』
の
一
条
の
み
異
な
る
時
期
に
、
異
な
る
系
統

の
『
蒙
求
』
注
に
よ
り
附
加
さ
れ
た
と
み
る
方
が
穏
当
で
あ
る
。
そ
う
考

え
る
べ
き
理
由
の
一
つ
は
、
⑾
が
あ
た
か
も
⑹
の
示
唆
を
受
け
て
具
体
的

に
応
え
た
か
の
ご
と
く
見
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
⑴
か
ら
⑾
の
加
筆

が
あ
る
一
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
⑹
で
引
用
を
省
略
し

た
以
上
は
⑾
を
記
す
必
要
は
な
い
。
一
方
で
、
例
え
ば
⑴
か
ら
⑽
の
加
筆

が
あ
る
一
人
の
手
に
な
り
、
⑾
の
み
別
の
人
物
に
か
か
る
と
仮
定
す
る
な

ら
ば
、
⑾
は
既
に
書
き
込
ま
れ
た
⑹
を
検
証
し
、
具
体
的
に
示
し
た
も
の

と
し
て
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
別
の
理
由
と
し
て
、
⑾
の
前
行
が

そ
の
約
五
分
の
二
を
余
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
⑾
が
改
行
し
て
書

か
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⑶
か
ら
⑾
の
直
前
ま
で
は
字
間
を
詰
め
て

書
か
れ
る
か
ら
、
⑾
の
み
異
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
⑷
「
麤
注
事
」
が
文

義
未
詳
で
あ
る
の
も
、
理
由
に
挙
が
る
。
「
麤
注
」
は
何
ら
か
の
誤
り
が

あ
る
に
ち
が
い
な
く
、『
西
京
雑
記
』
が
改
め
て
⑾
に
引
か
れ
る
の
に
『
古

文
孝
経
』
序
は
引
か
れ
な
い
の
は
、
⑾
を
加
え
た
人
物
が
「
麤
注
」
の
意

図
を
汲
み
か
ね
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
よ
り
、
⑴
か
ら
⑽
と
⑾
と
は
加
筆
者
と
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
す

る
と
考
え
た
い
。
加
筆
者
が
各
々
同
一
で
な
い
『
蒙
求
』
注
を
参
照
し
た

た
め
に
、
結
果
的
に
系
統
の
違
い
と
し
て
表
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
推
論

が
正
し
け
れ
ば
、
毘
沙
門
堂
本
の
親
本
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
祖
本
の
段

階
で
、
ま
ず
『
千
字
文
』
注
、
『
蒙
求
』
注
に
習
熟
す
る
あ
る
人
物
が
書

に
関
す
る
知
見
を
そ
こ
か
ら
選
ん
で
書
き
抜
き
、
さ
ら
に
別
の
人
物
が
引

用
を
省
略
す
る
⑹
に
反
応
し
、
⑾
を
加
え
た
と
い
う
過
程
が
浮
か
び
上
が

る
。
恐
ら
く
⑾
の
加
筆
者
は
、
⑴
か
ら
⑽
（
⑷
を
除
く
）
が
『
千
字
文
』

注
、
『
蒙
求
』
注
に
由
来
す
る
こ
と
を
見
抜
い
た
う
え
で
、
自
ら
も
ま
た

『
蒙
求
』
注
を
介
し
て
引
用
し
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
毘
沙
門
堂
本
巻

末
の
書
き
入
れ
は
、
加
筆
に
関
与
し
た
二
人
が
共
通
し
て
幼
学
書
の
注
文

に
習
熟
し
て
お
り
、
そ
れ
を
原
典
の
引
用
に
代
え
て
注
釈
的
に
利
用
し
て

い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

現
時
点
の
結
論
と
今
後
の
展
望

『
篆
隷
文
体
』
は
い
ま
の
と
こ
ろ
毘
沙
門
堂
所
蔵
の
一
本
し
か
伝
存
が

確
認
さ
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
写
本
『
篆
隷
文
体
』
は
決
し
て
一
部

の
狭
い
範
囲
で
の
み
継
承
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
平
安
時
代
か
ら

鎌
倉
末
頃
ま
で
の
様
々
な
文
献
、
具
体
的
に
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』

『
小
野
経
蔵
目
録
』
『
悉
曇
蔵
』
『
三
教
勘
注
抄
』
『
悉
曇
要
抄
』
『
性
霊
集
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注
』
な
ど
に
み
え
、
し
ば
し
ば
注
解
を
目
的
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
就
中

『
性
霊
集
注
』
に
お
け
る
引
用
が
多
く
、
そ
れ
は
も
と
を
糾
せ
ば
空
海
文

学
の
書
を
説
く
こ
と
の
多
さ
に
起
因
す
る
が
、
し
か
の
み
な
ら
ず
、
『
小

野
経
蔵
目
録
』
が
「
御
手
跡
」
と
記
す
の
と
同
様
に
、
『
篆
隷
文
体
』
が

空
海
ゆ
か
り
の
漢
籍
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
意
識
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
山
崎
［
二
〇
〇
七
］
の
結
語
に
い
う
、
「
空
海
の
教
養
と
表
現

の
根
元
に
共
時
的
に
迫

（
四
十
七
）

」
ら
ん
と
す
る
注
釈
方
法
の
一
端
が
こ
こ

に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
資
料
か
ら
み
る
に
、
こ
ん
に
ち
伝
本

が
一
つ
し
か
な
い
の
は
む
し
ろ
意
外
で
あ
り
、
ま
た
、
同
じ
く
空
海
将
来

に
か
か
り
、
『
篆
隷
文
体
』
に
類
す
る
唐
・
韋
懿
『
古
今
文
字
讃
』
が
弘

安
二
年
の
写
本
を
祖
と
し
て
複
数
の
写
本
を
伝
え
る
一
方
で
、
『
性
霊
集

注
』
な
ど
に
一
切
引
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
、
全
く
対
照
的
で
あ
る

（
四
十
八
）

。

そ
の
事
由
は
い
ま
詳
ら
か
で
な
い
が
、
中
世
の
あ
る
時
点
ま
で
『
篆
隷
文

体
』
に
複
数
の
写
本
が
生
じ
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
今

後
の
調
査
次
第
で
は
流
伝
や
受
容
、
利
用
の
実
態
を
よ
り
詳
細
に
把
握
し

う
る
資
料
が
み
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
所
在
が
公
で
な
い
『
悉
曇
要
抄
』

の
早
期
の
写
本
や
、
山
崎
［
二
〇
〇
七
］
の
推
測
す
る
『
性
霊
集
注
』
よ

り
さ
ら
に
詳
細
繁
多
な
「
広
注
」
の
出
現
も
期
待
さ
れ
る
。

資
料
上
の
限
界
を
承
知
し
つ
つ
、
現
時
点
で
は
、
毘
沙
門
堂
本
を
基
準

と
す
る
伝
本
系
統
を
次
の
よ
う
に
推
測
し
う
る
。
ま
ず
、
『
性
霊
集
注
』

に
よ
っ
て
判
明
す
る
毘
沙
門
堂
本
の
二
つ
の
誤
脱
か
ら
、
『
性
霊
集
注
』

に
用
い
ら
れ
た
写
本
『
篆
隷
文
体
』
は
、
毘
沙
門
堂
本
と
は
比
較
的
古
い

段
階
で
系
統
上
分
岐
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
毘
沙
門
堂
本
の
成
立
は

『
博
聞
録
』
の
伝
来
時
期
か
ら
鎌
倉
後
期
以
降
と
み
ら
れ
る
が
、
一
方
『
性

霊
集
注
』
の
原
注
（
或
い
は
「
広
注
」
）
の
成
立
は
こ
れ
よ
り
古
い
。
毘

沙
門
堂
本
と
の
系
統
の
分
岐
は
さ
ら
に
そ
の
成
立
よ
り
随
分
遡
る
（
例
え

ば
高
野
山
内
で
古
く
よ
り
伝
え
ら
れ
る
写
本
が
『
性
霊
集
注
』
に
用
い
ら

れ
た
）
と
想
定
し
て
も
よ
い
と
思
う
が
、
こ
の
点
か
ら
も
『
性
霊
集
注
』

に
引
く
『
篆
隷
文
体
』
の
方
が
部
分
的
に
で
あ
れ
古
い
本
文
を
伝
え
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

一
方
で
、
正
和
本
『
悉
曇
要
抄
』
と
の
比
較
か
ら
、
毘
沙
門
堂
本
も
ま

た
十
分
に
古
態
を
存
す
る
と
評
価
で
き
る
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、
毘
沙

門
堂
本
の
文
意
不
通
の
語
句
が
、
正
和
本
の
本
文
及
び
紙
背
に
も
確
認
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
正
和
本
本
文
の
一
例
は
、
遡
っ
て
ま
だ

見
ぬ
早
期
の
写
本
『
悉
曇
要
抄
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
に
ち
が
い
な

い
。
い
ま
一
つ
は
、
正
和
本
に
写
さ
れ
る
文
体
が
毘
沙
門
堂
本
と
共
通
の

形
体
的
特
徴
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
正
和
本
の
方
が
形
状
が
劣
る
が
、

そ
れ
は
『
悉
曇
要
抄
』
の
筆
写
が
繰
り
返
さ
れ
た
た
め
と
解
さ
れ
、
ま
た

筆
写
の
際
に
丁
子
油
を
塗
布
し
た
か
否
か
の
違
い
に
も
因
ろ
う
。
さ
ら
に

正
和
本
紙
背
に
毘
沙
門
堂
本
と
同
じ
く
『
宋
本
玉
篇
』
籒
の
字
釈
が
引
か

れ
る
こ
と
、
そ
し
て
毘
沙
門
堂
本
・
六
文
・
転
注
に
み
ら
れ
る
誤
字
「
支
」

が
正
和
本
に
も
確
認
さ
れ
、
か
え
っ
て
毘
沙
門
堂
本
に
他
本
の
字
と
し
て

記
さ
れ
る
正
し
い
本
文
「
老
」
が
他
書
に
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
毘
沙

門
堂
本
の
祖
本
に
つ
い
て
示
唆
的
で
あ
る
。
前
者
は
毘
沙
門
堂
本
に
引
か

れ
る
『
宋
本
玉
篇
』
の
少
な
く
と
も
一
部
が
平
安
末
時
点
で
附
記
さ
れ
て

い
た
可
能
性
を
示
し
、
後
者
は
毘
沙
門
堂
本
に
い
う
他
本
よ
り
『
悉
曇
要

抄
』
の
依
拠
し
た
写
本
の
方
が
毘
沙
門
堂
本
に
近
か
っ
た
か
の
よ
う
な
印

象
を
与
え
る
。
後
者
と
関
連
し
て
、
六
文
の
形
声
や
会
意
に
お
け
る
異
同

・
誤
字
の
問
題
も
こ
の
よ
う
な
印
象
を
強
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
毘
沙

門
堂
本
に
は
『
博
聞
録
』
に
対
し
て
も
他
本
の
字
が
記
さ
れ
る
か
ら
、
校

合
の
際
の
対
校
本
に
も
『
博
聞
録
』
の
引
用
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ

の
校
合
の
時
期
は
鎌
倉
後
期
以
後
と
考
え
る
よ
り
な
い
。
ま
た
、
『
篆
隷
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文
体
』
の
本
文
や
『
博
聞
録
』
の
引
用
の
長
さ
か
ら
み
て
、
他
本
の
字
が

六
例
し
か
な
い
の
は
異
同
が
か
な
り
少
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
従
っ

て
、
毘
沙
門
堂
本
に
い
う
他
本
と
は
校
合
時
の
底
本
と
十
分
近
か
っ
た
は

ず
で
あ
り
、
右
に
述
べ
た
『
悉
曇
要
抄
』
と
の
問
題
は
、
そ
の
他
本
が
筆

写
さ
れ
た
際
に
偶
発
的
に
生
じ
た
誤
写
、
あ
る
い
は
文
意
を
汲
ん
で
校
訂

し
た
結
果
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仮
に
校
合
が
な
さ
れ
た
際
の
底
本
と

対
校
本
が
兄
弟
関
係
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、そ
の
共
通
の
親
本
が
『
悉

曇
要
抄
』
所
引
の
テ
ク
ス
ト
と
系
統
上
近
く
、
毘
沙
門
堂
本
に
い
わ
ゆ
る

他
本
と
『
悉
曇
要
抄
』
と
の
対
立
は
、
そ
の
他
本
が
親
本
か
ら
写
さ
れ
る

際
に
生
じ
た
と
、
一
応
の
合
理
的
な
説
明
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
毘
沙
門
堂
本
と
よ
り
関
係
の
近
い
伝
本
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
写
本
『
篆
隷
文
体
』
に
⑴
か
ら
⑾
、

及
び
『
宋
本
玉
篇
』
書
の
引
用
が
生
じ
た
の
は
、
明
ら
か
に
『
博
聞
録
』

が
引
用
さ
れ
る
よ
り
以
後
で
あ
る
。
ま
た
毘
沙
門
堂
本
に
お
け
る
そ
れ
ら

は
、
筆
写
者
の
書
き
癖
や
用
字
法
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
誤
字
（
「
漢
」
を

「
溢
」
の
よ
う
に
書
く
な
ど
）
を
除
い
て
も
、
な
お
誤
字
が
少
な
く
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
校
合
の
痕
跡
が
な
い
の
は
、
校
合
時
の
対
校
本
に
そ
れ

ら
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
毘
沙
門
堂
本
に

引
か
れ
る
有
注
『
蒙
求
』
の
系
統
の
違
い
か
ら
、
⑾
の
み
⑴
か
ら
⑽
と
は

異
な
る
段
階
で
附
加
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
こ
の
可
能
性
を
直
接

支
持
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
毘
沙
門
堂
本
に
お
け
る
『
宋
本
玉
篇
』
書

や
⑷
が
文
意
に
問
題
を
抱
え
る
以
上
、
毘
沙
門
堂
本
の
筆
写
者
が
こ
れ
ら

を
新
た
に
書
き
加
え
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
別
の
言
い
方
を
す

れ
ば
、
⑾
が
毘
沙
門
堂
本
の
筆
写
者
に
よ
る
独
自
の
加
筆
箇
所
で
あ
る
可

能
性
を
存
す
る
の
に
対
し
、
『
宋
本
玉
篇
』
書
の
引
用
及
び
⑶
か
ら
⑽
に

は
そ
の
可
能
性
を
認
め
難
く
、
遅
く
と
も
毘
沙
門
堂
本
の
親
本
に
は
そ
れ

ら
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
、
毘
沙
門
堂
本
を
基
準
と
し
た
、
想
定
さ
れ
る

写
本
『
篆
隷
文
体
』
の
伝
本
系
統
を
次
頁
に
図
示
す
る
。
い
ま
敢
え
て
理

論
上
可
能
な
限
り
単
純
化
し
た

短
の
系
統
を
想
定
す
る
が
、
そ
れ
は
毘

沙
門
堂
本
に
写
さ
れ
る
文
体
の
保
存
状
態
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
伝
写
の
た
び
に
丁
子
油
を
用
い
、
精
密
な
複
製
を
心
が
け
た
と
し

て
も
、
回
数
を
経
る
ご
と
に
原
本
の
旧
を
損
ね
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
伝

本
の
生
成
過
程
を
複
雑
に
想
定
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
毘
沙
門
堂
本
に

写
さ
れ
る
文
体
に
特
に
形
体
上
の
毀
損
や
舛
訛
が
み
ら
れ
な
い
事
実
と
乖

離
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

さ
て
、
本
邦
で
『
千
字
文
』
や
『
蒙
求
』
が
古
く
よ
り
親
し
ま
れ
た
こ

と
、
従
っ
て
『
蒙
求
和
歌
』
に
代
表
さ
れ
る
国
文
学
へ
の
影
響
の
著
し
さ

に
関
し
て
は
、
既
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
『
千

字
文
』
『
蒙
求
』
の
本
文
と
の
一
致
な
い
し
類
似
が
研
究
の
方
法
と
さ
れ

て
き
た
。
一
方
、
個
別
の
文
学
作
品
に
そ
れ
ら
の
注
文
や
注
文
の
相
違
が

具
体
的
な
影
響
と
し
て
表
れ
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
か
ら
、
注
釈
の
受

容
利
用
と
い
っ
た
側
面
は
従
来
あ
ま
り
視
線
が
向
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
現

状
で
は
甚
だ
研
究
の
蓄
積
に
乏
し
い
。
そ
の
な
か
で
、
注
目
す
べ
き
指
摘

の
一
つ
に
山
崎
誠
［
二
〇
〇
七
］（

四
十
九
）

が
あ
る
。
そ
の
第
五
節
「
所
引
外

典
の
特
徴

そ
の
一
」
に
は
、
『
性
霊
集
注
』
に
引
く
『
東
観
漢
記
』
の
二

例
が
「
類
書
の
同
話
と
著
し
く
異
な
」
り
、
「
そ
の
節
略
態
度
か
ら
、
恐

ら
く
「
蒙
求
」
を
経
由
し
た
「
東
観
漢
記
」
で
は
な
い
か
」
と
の
推
測
が

述
べ
ら
れ
る
。
山
崎
の
指
摘
は
『
東
観
漢
記
』
の
二
例
に
と
ど
ま
る
が
、

右
に
続
け
て
、
「
本
書
は
多
数
の
類
書
や
注
疏
の
類
を
利
用
し
て
い
る
の

で
、
膨
大
な
引
用
漢
籍
が
横
溢
し
て
い
る
か
の
如
き
認
識
を
持
た
れ
る
が
、

厳
密
な
弁
別
を
行
え
ば
実
際
に
参
照
さ
れ
た
漢
籍
は
特
定
さ
れ
る
」
と
述
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べ
、
よ
り
多
く
の
『
蒙
求
』
経
由
の
引
用
の
存
在
に
も
含
み
を
持
た
せ
る
。

さ
ら
に
近
年
の
重
要
な
成
果
と
し
て
、
源
為
憲
『
世
俗
諺
文
』
に
『
蒙

求
』
注
利
用
の
痕
跡
を
発
見
し
た
濱
田
寛
［
二
〇
一
三
］（

五
十
）

、
及
び
そ

の
よ
う
な
新
知
見
を
盛
り
込
ん
だ
同
著
者
『
世
俗
諺
文
全
注
釈
』
（
新
典

社
、
二
〇
一
五
）
が
あ
る
。
『
世
俗
諺
文
』
の
注
は
後
人
の
追
記
と
思
わ

れ
る
例
を
除
き
、
『
蒙
求
』
を
出
典
に
示
さ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と

は
他
の
引
用
漢
籍
が
『
蒙
求
』
古
注
よ
り
二
次
引
用
さ
れ
た
可
能
性
を
否

定
し
な
い
。
濱
田
は
観
智
院
本
に
存
す
る
二
百
二
十
三
項
と
そ
の
注
に
対

す
る
綿
密
な
出
典
調
査
を
行
い
、
少
な
か
ら
ぬ
非
自
明
の
『
蒙
求
』
古
注

の
利
用
例
を
指
摘
す
る
。
『
世
俗
諺
文
』
は
観
智
院
本
上
巻
し
か
伝
存
し

な
い
と
は
い
え
、
全
体
に
亙
る
出
典
調
査
に
よ
り
、
そ
の
施
注
方
法
や
引

用
漢
籍
に
占
め
る
『
蒙
求
』
古
注
の
比
重
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
は
、

極
め
て
重
要
な
意
義
が
あ
る
。

山
崎
・
濱
田
の
指
摘
と
毘
沙
門
堂
本
の
例
は
、
本
質
的
に
同
じ
い
。
こ

れ
ら
は
、
知
識
獲
得
の
手
段
や
原
典
引
用
の
代
替
と
し
て
幼
学
書
の
注
文

を
利
用
す
る
こ
と
が
、
決
し
て
個
別
的
、
局
所
的
な
事
例
で
は
な
く
、
む

し
ろ
中
古
中
世
識
字
層
に
お
け
る
共
有
さ
れ
た
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
十

分
に
示
唆
し
て
い
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な
例
を
収
集
し
て
い
け
ば
、
『
千

字
文
』
注
や
『
蒙
求
』
注
が
共
通
の
知
識
基
盤
の
形
成
に
寄
与
し
た
大
き

さ
を
、
各
種
類
書
や
『
文
選
』
李
善
注
な
ど
の
影
響
に
も
目
を
配
り
つ
つ
、

漢
籍
受
容
史
全
体
の
中
で
よ
り
適
切
に
相
対
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
『
蒙
求
古
註
集
成
』
と
は
対
照
的
に
い
ま

だ
引
書
索
引
の
な
い
『
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字
文
』
や
『
新
板
増
広
附

音
釈
文
千
字
文
註
』
（
五
山
版
の
一
つ
）
と
い
っ
た
『
千
字
文
』
注
に
対

す
る
出
典
整
理
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
国
立
公
文
書

館
内
閣
文
庫
蔵
『
新
刊
大
字
校
正
釈
文
三
註
故
事
』
な
ど
い
わ
ゆ
る
三
注
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の
注
文
に
つ
い
て
も
全
面
的
に
比
較
検
討
を
お
こ
な
い
、
異
同
を
整
理
し

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う

（
五
十
一
）

。
よ
り
多
く
の
研
究
者
が
こ
の
問
題
に
関

心
を
寄
せ
ら
れ
、
参
与
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

［
注
］

（
一
）
山
田
孝
雄
「
毘
沙
門
堂
蔵
篆
隷
文
体
解
説
」（
古
典
保
存
会
影
印
本
巻
末
、

一
九
三
五
）、
の
ち
山
田
孝
雄
『
典
籍
雑
攷
』（
宝
文
館
、
一
九
五
六
）
に
収

録
。
重
要
な
増
補
と
は
次
に
挙
げ
る
安
然
『
悉
曇
蔵
』
と
藤
原
敦
光
『
三
教

勘
注
抄
』
へ
の
言
及
を
指
す
。

（
二
）
正
嘉
二
年
の
高
野
版
（
巻
一
至
七
）
と
建
治
三
年
の
高
野
版
（
巻
八
至
十
）

を
底
本
に
排
印
し
た
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
八
巻
（
高
野
山
大
学
密
教

文
化
研
究
所
、
一
九
九
六
）
に
よ
る
。

（
三
）
大
正
蔵
二
七
〇
二
に
よ
る
。
巻
四
の
引
用
も
同
じ
だ
が
、
「
肅
」
を
正
し

く
「
蕭
」
に
作
る
。
な
お
、
『
篆
隷
文
体
』
が
『
悉
曇
蔵
』
に
引
か
れ
る
こ

と
は
、
山
田
に
先
ん
じ
て
岡
井
慎
吾
『
六
書
古
義
』
（
有
七
絶
堂
、
一
九
三

八
）
六
頁
に
指
摘
が
あ
る
が
、
岡
井
は
か
え
っ
て
『
篆
隷
文
体
』
の
現
存
を

知
ら
な
か
っ
た
節
が
あ
る
。

（
四
）
高
野
山
宝
寿
院
蔵
鎌
倉
時
代
写
本
を
排
印
し
た
『
真
言
宗
全
書
』
第
四
十

冊
（
真
言
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
三
五
）
所
収
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
。

（
五
）
室
生
寺
本
を
底
本
と
す
る
古
典
保
存
会
影
印
本
（
一
九
二
五
）
に
よ
る
。

（
六
）
川
瀬
一
馬
「
篆
隷
万
象
名
義
」
（
川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』
、
大
日
本

雄
辯
会
講
談
社
、
一
九
五
五
）
。『
小
野
経
蔵
目
録
』
は
田
中
勘
兵
衛
旧
蔵
仁

安
三
年
写
本
が
阪
本
龍
門
文
庫
に
あ
り
、
龍
門
文
庫
善
本
叢
刊
第
十
二
巻
（
勉

誠
社
、
一
九
八
八
）
に
影
印
が
収
め
ら
れ
る
。

（
七
）
馬
渕
和
夫
編
『
影
印
注
解
悉
曇
学
書
選
集
』
第
二
巻
（
勉
誠
社
、
一
九
八

八
）
で
み
ら
れ
る
。

（
八
）
閲
覧
が
容
易
な
も
の
と
し
て
、
高
野
山
遍
照
光
院
蔵
貞
和
二
年
写
本
を
底

本
と
す
る
大
正
蔵
二
七
〇
九
と
鍬
方
建
一
郎
旧
蔵
（
現
神
戸
松
蔭
女
子
学
院

大
学
図
書
館
蔵
）
正
徳
五
年
写
本
を
影
印
収
録
す
る
馬
渕
和
夫
編
『
影
印
注

解
悉
曇
学
書
選
集
』
第
四
巻
（
勉
誠
社
、
一
九
八
九
）
と
が
あ
る
が
、
『
篆

隷
文
体
』
の
引
用
と
い
う
点
で
は
後
者
の
方
が
よ
い
。
な
お
後
者
に
は
欠
き
、

前
者
に
は
や
や
混
乱
の
跡
が
み
え
る
各
種
書
体
の
例
は
、
直
接
に
は
『
悉
曇

要
抄
』
よ
り
写
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
も
と
『
篆
隷
文
体
』
に
出
る
。

（
九
）
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
。
も
と
全
十
巻
、
十
冊
本
で
あ
っ
た
が
、

存
九
冊
、
巻
三
欠
。
ま
た
、
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
第
十
二
巻
『
性
霊
集

注
』
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
七
）
に
影
印
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
影
印
本
で
は

真
福
寺
本
に
欠
く
巻
三
を
大
谷
大
学
博
物
館
蔵
写
本
に
よ
り
、
翻
刻
の
み
補

う
。

（
十
）
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
第
八
巻
『
伊
勢
神
道
集
』
（
臨
川
書
店
、
二
〇

〇
五
）
巻
末
の
牟
禮
仁
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
に
は

成
立
し
た
可
能
性
が
高
く
、
確
か
な
下
限
は
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）。

（
十
一
）
真
福
寺
蔵
写
本
影
印
（
注
（
十
）
前
掲
書
収
録
）
に
よ
る
。
引
用
に
際

し
、
梵
字
な
ど
一
部
省
略
し
た
。「
上
」「
吉
」「
全
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
止
」「
聲
」

「
令
」
の
誤
り
。

（
十
二
）
宮
紀
子
「
対
馬
宗
家
旧
蔵
の
元
刊
本
『
事
林
広
記
』
に
つ
い
て
」
（
『
東

洋
史
研
究
』
第
六
十
七
巻
一
号
、
東
洋
史
研
究
会
、
二
〇
〇
八
）
注

の
指

43

摘
に
よ
る
。
な
お
、
の
ち
宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』
上

巻
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
）
に
収
録
す
る
同
題
論
考
の
注
は
こ

の
こ
と
に
言
及
し
な
い
。

（
十
三
）
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
の
奥
書
を
も
つ
六
地
蔵
寺
蔵
写
本
影
印
（
六

地
蔵
寺
善
本
叢
刊
第
五
巻
・
古
代
韻
学
資
料
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
）
に

よ
る
。
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（
十
四
）
『
実
隆
公
記
』
第
三
巻
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
実
隆
自
筆
本
に
よ

る
排
印
、
自
明
応
四
年
至
十
年
、
太
洋
社
、
一
九
三
三
）
に
よ
る
。

（
十
五
）
そ
れ
ぞ
れ
、
『
金
沢
文
庫
古
書
目
録
』
（
巖
松
堂
書
店
、
一
九
三
九
年
）

に
収
録
さ
れ
る
『
称
名
寺
旧
目
録
』
の
一
つ
。
既
存
の
目
録
の
写
し
で
は
な

く
、
そ
の
と
き
ど
き
に
応
じ
て
蔵
書
の
一
部
に
対
し
作
成
し
た
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。
無
紀
年
の
目
録
の
成
立
も
江
戸
時
代
。

（
十
六
）
『
鬒
髪
山
人
集
』
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
江
戸
後
期
写
本
が
同
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
蕭
子
良
古

今
篆
隸
文
體
云
、
雲
書
者
、
軒
轅
之
時
、
卿
雲
常
見
、
其
體
郁
紛
、
爲
書
記

也
。
又
云
、
仙
人
務
光
辭
湯
之
禪
、
去
住
清
冷
之
陂
、
而
作
倒
薤
篆
。
又
云
、

垂
露
書
、
漢
郞
中
扶
風
曹
喜
爲
之
。
又
云
、
懸
針
書
、
曹
喜
所
作
、
以
題
五

經
篇
目
。
又
云
、
芝
英
書
者
、
漢
武
帝
臨
朝
、
有
靈
芝
殖
於
前
殿
、
故
作
此

書
。
按
左
氏
云
、
昔
者
、
黃
帝
以
雲
紀
、
故
爲
雲
師
而
雲
名
。
本
草
、
蝌
蚪

一
名
懸
針
。
漢
郊
祀
志
有
芝
房
之
歌
。
此
皆
所
以
本
僞
而
作
其
書
也
。
…
…

芝
英
隸
、
蕭
子
良
謂
、
漢
武
感
芝
瑞
所
作
、
恐
非
矣
。
按
、
漢
末
有
張
芝
字

伯
英
者
善
書
、
其
人
所
作
隸
法
也
」
と
あ
る
。

（
十
七
）
ほ
と
ん
ど
『
篆
隷
文
体
』
の
節
略
に
等
し
い
唐
・
韋
続
（
韋
績
と
も
）

「
五
十
六
種
書
」
は
、
『
墨
池
編
』
巻
一
所
収
の
テ
ク
ス
ト
で
は
「
十
六
、

複
篆
、
亦
史
籒
所
作
。
漢
武
帝
時
、
用
題
建
章
宮
闕
。
因
大
篆
而
重
複
之
」

と
あ
り
、
毘
沙
門
堂
本
は
「
因
大
篆
」
の
三
字
を
欠
く
可
能
性
が
高
い
。

（
十
八
）
以
下
『
性
霊
集
注
』
の
引
用
は
真
福
寺
蔵
写
本
影
印
（
注
（
九
）
前
掲

書
）
に
よ
る
が
、
真
福
寺
本
に
欠
く
巻
三
の
み
、
影
印
本
に
附
録
す
る
大
谷

大
学
博
物
館
蔵
写
本
の
翻
刻
に
よ
る
。
囲
み
文
字
は
原
典
の
損
傷
箇
所
。

（
十
九
）
「
書
契
」
と
は
文
字
の
こ
と
。
後
漢
・
許
慎
『
説
文
解
字
』
叙
に
「
黃

帝
之
史
倉
頡
見
鳥
獸
蹏
迒
之
迹
、
知
分
理
之
可
相
別
異
也
、
初
造
書
契
」
。

な
お
、
京
都
五
山
の
僧
大
岳
周
崇
に
よ
る
蘇
軾
詩
の
注
解
書
『
翰
苑
遺
芳
』

巻
二
に
は
「
石
鼓
（
歌
）
」
に
対
し
て
、
注
に
北
宋
・
周
越
『
法
書
苑
』（
佚

書
）
を
引
用
し
、
「
古
文
篆
者
、
黃
帝
使
衙
人
蒼
頡
所
作
也
。
蒼
頡
姓
侯
剛

氏
、
仰
觀
天
象
、
俯
取
地
文
、
又
寫
鳥
跡
之
文
。
是
以
書
契
彌
盛
」
と
み
え

る
。
こ
の
前
後
に
も
『
法
書
苑
』
の
佚
文
が
引
か
れ
、
い
ず
れ
も
毘
沙
門
堂

本
と
文
辞
が
似
る
。
従
っ
て
、
『
法
書
苑
』
の
古
文
篆
の
一
条
も
『
篆
隷
文

体
』
由
来
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
こ
に
も
「
是
以
書
契
彌
盛
」
と
あ
る

こ
と
は
、
や
は
り
『
性
霊
集
注
』
の
引
用
が
正
し
い
こ
と
を
証
す
る
。
『
翰

苑
遺
芳
』
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
公
開
さ
れ
る
同

館
蔵
延
徳
三
年
僧
喜
承
書
写
本
を
み
ら
れ
た
い
。

（
二
十
）
中
華
書
局
排
印
点
校
本
二
十
四
史
に
よ
る
。

（
二
十
一
）「
爲
書
」
の
例
は
、
ほ
か
に
も
毘
沙
門
堂
本
・
亀
書
に
「
嘉
其
玄
應
、

寫
收
爲
書
」
、
倒
韭
篆
書
に
「
則
而
爲
書
、
以
寫
紫
經
三
卷
」
、
騏
驎
書
に
「
弟

子
申
其
素
王
、
亦
紀
而
爲
書
也
」
、
蟲
書
に
「
桑
時
閑
玩
、
集
此
爲
書
」、
蛇

書
に
「
夢
蛇
繞
己
、
悟
而
狀
之
爲
書
」。

（
二
十
二
）『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
七
年
伝
に
「
秋
、
郯
子
來
朝
、
公
與
之
宴
。

昭
子
問
焉
、
曰
、
少
皞
氏
鳥
名
官
、
何
故
也
。
郯
子
曰
、
吾
祖
也
、
我
知
之
。

昔
者
、
黃
帝
氏
以
雲
紀
、
故
爲
雲
師
而
雲
名
。
炎
帝
氏
以
火
紀
、
故
爲
火
師

而
火
名
。
共
工
氏
以
水
紀
、
故
爲
水
師
而
水
名
。
大
皞
氏
以
龍
紀
、
故
爲
龍

師
而
龍
名
。
我
高
祖
少
皞
摯
之
立
也
、
鳳
鳥
適
至
、
故
紀
於
鳥
、
爲
鳥
師
而

鳥
名
」
。
ま
た
こ
れ
に
基
づ
く
「
紀
職
」
の
用
例
と
し
て
、
例
え
ば
『
隋
書
』

百
官
志
序
に
「
或
以
龍
表
官
、
或
以
雲
紀
職
」
と
み
え
る
。

（
二
十
三
）
既
に
本
論
で
取
り
上
げ
た
も
の
も
含
め
、
『
性
霊
集
注
』
が
『
篆
隷

文
体
』
を
引
く
箇
所
及
び
『
篆
隷
文
体
』
と
関
係
す
る
箇
所
（
例
え
ば
出
典

表
記
を
欠
く
が
そ
の
引
用
と
み
な
し
て
よ
い
と
こ
ろ
も
あ
る
）
を
、
左
に
示

す
。
真
福
寺
本
が
巻
三
を
欠
く
と
い
う
事
情
に
鑑
み
、
影
印
本
（
注
（
九
）

前
掲
書
）
の
翻
刻
篇
の
頁
と
対
応
す
る
書
体
の
名
称
を
記
す
。
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五
五
六
頁
・
蒿
（
藁
）
書

六
二
二
頁
・
古
文
篆

六
二
二
頁
・
蛇
書

六
二
八
頁
・
雲
書

六
三
〇
頁
・
亀
書

六
三
〇
頁
・
鸞
鳳
書

六
三
〇
頁
・
虎
書

六
三
二
頁
・
倒
韭
篆
書

六
八
八
頁
・
虎
爪
書

八
一
九
頁
・
垂
露
篆

八
二
〇
頁
・
虎
爪
書

八
二
〇
頁
・
蟲
書

八
二
一
頁
・
雲
書

八
二
一
頁
・
倒
韭
篆
書

八
二
一
頁
・
鸞
鳳
書

八
二
一
頁
・
芝
英
書

八
二
四
頁
・
虎
爪
書

こ
の
ほ
か
、
六
二
八
頁
、
六
五
一
頁
（
宝
亀
院
本
の
独
自
異
文
）
、
八
二
一

頁
、
八
二
七
頁
に
は
『
篆
隷
文
体
』
中
の
書
体
の
名
称
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
『
初
学
記
』
巻
二
十
一
に
基
づ
く
と
思
し
い
。

（
二
十
四
）
馬
渕
和
夫
「
悉
曇
要
抄
解
題
」
（
『
影
印
注
解
悉
曇
学
書
選
集
』
第
二

巻
、
勉
誠
社
、
一
九
八
八
）。

（
二
十
五
）
二
点
の
目
録
は
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
蔵
。
こ
の
ほ
か
、
こ
れ

ら
に
先
立
つ
一
九
八
一
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
古
典
籍
入
札
会
の
目
録
、
す

な
わ
ち
『
東
京
古
典
会
創
立
七
十
周
年
記
念

古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会

目
録
』
に
も
掲
載
が
あ
る
。

（
二
十
六
）
馬
渕
が
記
す
と
こ
ろ
の
心
覚
自
筆
草
稿
本
の
項
目
名
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
正
し
く
は
「
八
体
書
事
」
と
あ
る
べ
き
だ
が
、
正
和
本
は
上
巻
の

目
次
に
も
「
八
声
書
事
」
と
記
す
。
後
述
す
る
弘
安
本
上
巻
の
目
次
も
「
八

声
書
事
」
に
作
る
。

（
二
十
七
）
正
和
本
第
廿
項
に
「
六
十
四
書
樣
、
具
見
篆
隸
古
文
」
。
ま
た
同
項

に
「
史
籒
、
或
書
云
、
史
籒
始
增
修
古
文
爲
大
篆
、
世
人
因
名
籒
書
」
。
後

者
は
毘
沙
門
堂
本
・
籒
書
に
「
籒
書
者
、
周
宣
王
柱
下
史
〻
籒
始
增
修
古
文
、

爲
大
篆
十
有
五
篇
、
世
人
因
籒
之
名
而
名
書
也
」
と
あ
る
の
と
似
る
。

（
二
十
八
）
注
（
一
）
前
掲
書
。

（
二
十
九
）
古
典
保
存
会
影
印
本
で
は
や
や
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
部
分
的
な
カ
ラ

ー
図
版
が
京
都
国
立
博
物
館
編
『
特
別
展
観

百
獣
の
楽
園

美
術
に
す
む
動

物
た
ち
』
（
二
〇
一
一
）
、
徳
川
美
術
館
編
『
も
じ
え
も
じ

文
字
が
絵
に
な

る
、
絵
が
文
字
に
な
る
』（
二
〇
一
八
）
、
興
膳
宏
『
合
璧

詩
品

書
品
』（
研

文
出
版
、
二
〇
一
一
）
表
紙
に
み
ら
れ
、
油
の
塗
布
に
よ
る
紙
の
変
色
が
確

認
で
き
る
。

（
三
十
）
例
え
ば
『
毛
詩
』
小
雅
・
蓼
蕭
の
「
是
以
有
譽
處
兮
」
句
や
『
文
選
』

巻
四
十
六
・
王
融
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」
の
「
信
可
以
優
游
暇
豫
」
句
の

李
善
注
に
引
く
『
孫
子
兵
法
』
に
「
雖
優
游
暇
譽
、
令
猶
行
」
と
あ
る
な
ど
、

「
譽
」
は
し
ば
し
ば
「
豫
」
に
通
じ
る
。

（
三
十
一
）
大
正
蔵
二
七
〇
九
と
正
徳
五
年
写
本
と
に
異
同
な
し
。
以
下
、
異
同

の
な
い
限
り
は
底
本
に
言
及
し
な
い
。
注
（
八
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
三
十
二
）
宮
紀
子
「
『
混
一
疆
理
歴
代
国
都
之
図
』
へ
の
道

―
世
紀
四
明

14

地
方
の
『
知
』
の
行
方
」
（
藤
井
讓
治
等
編
『
絵
図
・
地
図
か
ら
み
た
世
界

像
』、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
四
）、
の
ち
宮
紀
子
『
モ
ン

ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
）
所
収
。
穂

久
邇
文
庫
蔵
『
五
行
大
義
』
は
古
典
研
究
会
叢
書
漢
籍
之
部
第
七
巻
第
八
巻
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（
汲
古
書
院
、
第
七
巻
一
九
八
九
、
第
八
巻
一
九
九
〇
）
に
影
印
さ
れ
る
。

（
三
十
三
）
可
能
性
と
し
て
は
低
い
が
、
ほ
か
に
『
博
聞
録
』
の
刊
本
に
当
該
箇

所
を
「
形
」
に
作
る
も
の
と
「
狀
」
に
作
る
も
の
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
、
一
応
考
え
ら
れ
る
。

（
三
十
四
）
黒
田
彰
・
東
野
治
之
・
後
藤
昭
雄
・
三
木
雅
博
『
上
野
本
注
千
字
文

注
解
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
九
）
九
十
九
頁
に
毘
沙
門
堂
本
に
『
千
字
文
』

注
が
引
か
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
は
単
に
「
千
字
文
注
云
」
と
明

示
す
る
一
例
を
指
摘
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
巻
末
「
玉
篇
云
」
以
下
を

す
べ
て
『
博
聞
録
』
の
佚
文
と
す
る
見
解
に
は
従
い
が
た
い
。

（
三
十
五
）
な
お
、
こ
の
『
博
聞
録
』
に
引
く
『
蒙
求
』
に
「
龍
潛
藏
」
と
あ
る

の
は
、
徐
子
光
注
に
「
舊
云
龍
潛
藏
、
未
詳
所
出
」
と
い
う
の
と
合
い
、
注

意
を
引
く
。

（
三
十
六
）
小
川
環
樹
・
木
田
章
義
『
注
解
千
字
文
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
、

の
ち
岩
波
文
庫
）
巻
末
の
小
川
に
よ
る
解
説
に
詳
し
い
。

（
三
十
七
）
以
下
『
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字
文
』
の
引
用
は
、
早
稲
田
大
学
図

書
館
津
田
文
庫
蔵
日
本
江
戸
刊
本
に
よ
る
。
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
。

（
三
十
八
）
細
合
方
明
校
韓
本
蒙
求
も
五
山
版
に
一
致
す
る
が
、
以
下
特
に
そ
の

こ
と
に
は
言
及
し
な
い
。

（
三
十
九
）
山
崎
誠
「
本
邦
旧
伝
注
千
字
文
攷
」
（
『
平
安
文
学
研
究
』
第
六
十
九

輯
、
一
九
八
三
、
の
ち
山
崎
誠
『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
（
和
泉
書

院
、
一
九
九
三
）
所
収
）
は
「
院
政
鎌
倉
期
に
流
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

纂
図
付
音
本
系
の
注
本
は
、
今
に
伝
存
す
る
纂
図
付
音
本
と
は
似
而
非
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
纂
図
付
音
本
系
（
李
暹
注
を
増
広
改
竄
し
た

も
の
と
云
う
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
）
の
千
字
文
注
は
、
室
町
期
に
入
っ
て
纂

図
付
音
本
の
形
に
淘
汰
・
収
斂
し
て
終
に
消
滅
し
て
了
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
…
…
蓋
し
、
幼
学
書
と
し
て
の
千
字
文
付
注
本
の
性
格
上
か
ら
、
注
文

の
増
広
・
改
竄
は
西
土
に
於
て
も
、
本
邦
に
於
て
も
相
当
自
由
に
裁
量
さ
れ

た
と
想
像
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
現
存
纂
図
付
音
本
に
一
致
し
な
い
千
字
文
注

の
佚
文
が
諸
書
に
見
え
て
も
、
当
然
の
こ
と
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

多
数
の
異
本
が
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
湮
滅
す
る
中
に
、
本
来
異
本
群
の
中

の
一
で
あ
っ
た
現
存
纂
図
付
音
本
の
祖
本
の
み
が
遇
然
に
も
残
存
し
得
た
の

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
数
多
く
の
異
本
が
纂
図
付
音
本

に
淘
汰
・
収
斂
し
て
行
っ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
寧
ろ
そ
う
考
え
る
方
が
正

鵠
を
射
て
い
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
蓋
し
従
う
べ
き
見
解
で
あ
る
。

（
四
十
）
嘉
慶
二
十
年
南
昌
府
学
刊
本
影
印
（
十
三
経
注
疏
、
中
文
出
版
社
、
一

九
八
九
）
に
よ
る
。

（
四
十
一
）
三
千
院
蔵
建
治
三
年
写
本
を
底
本
と
す
る
古
典
保
存
会
影
印
本
（
一

九
三
〇
）
に
よ
る
。

（
四
十
二
）
『
蒙
求
古
註
集
成
』
上
巻
所
収
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
五
山
版

で
は
、
「
伯
英
草
聖
」
の
注
冒
頭
の
「
後
漢
」
が
朱
筆
で
囲
ま
れ
る
が
、
そ

の
前
後
の
句
の
注
に
は
「
世
説
」「
史
記
」「
高
士
伝
」「
語
林
」「
前
漢
」「
後

漢
」
「
幽
冥
録
」
な
ど
が
囲
み
文
字
や
あ
る
い
は
括
弧
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、

こ
れ
ら
は
版
木
の
刻
線
が
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
五
山
版
に

お
い
て
「
前
漢
」
「
後
漢
」
な
ど
も
は
じ
め
か
ら
書
名
を
指
示
す
る
と
み
て

よ
い
。
版
木
の
刻
線
に
よ
る
出
典
表
示
は
巻
中
の
な
か
ほ
ど
に
集
中
し
て
お

り
、
刻
工
の
ち
が
い
も
あ
っ
て
か
巻
上
巻
下
に
は
み
ら
れ
な
い
。
あ
と
か
ら

書
き
加
え
ら
れ
た
朱
筆
の
枠
線
は
五
山
版
巻
中
の
体
裁
に
則
り
、
不
備
を
補

っ
た
も
の
と
解
し
う
る
。
大
永
五
年
本
で
は
、
朱
筆
の
主
は
各
注
冒
頭
の
「
前

漢
」「
後
漢
」
を
す
べ
て
王
朝
名
と
み
て
い
る
。

（
四
十
三
）
古
典
保
存
会
影
印
本
（
一
九
三
一
）
が
あ
る
。
ま
た
の
ち
天
理
図
書

館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
五
十
七
巻
『
平
安
詩
文
残
篇
』
（
天
理
大
学
出
版
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部
、
八
木
書
店
、
一
九
八
四
）
や
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
十
二
巻
『
世

俗
諺
文

作
文
大
躰
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
七
）
に
も
影
印
が
収
め
ら
れ
る
。

（
四
十
四
）
後
述
の
濱
田
寛
［
二
〇
一
三
］
（
書
誌
は
注
（
五
十
）
に
記
す
）
も

『
世
俗
諺
文
』
草
聖
に
引
く
『
後
漢
書
』
を
『
蒙
求
』
古
注
を
経
由
し
た
も

の
と
推
測
す
る
。

（
四
十
五
）
そ
れ
ぞ
れ
順
に
、
「
昔
秦
之
時
、
諸
侯
爭
長
。
簡
檄
相
傳
、
望
烽
走

馹
、
以
篆
隸
之
難
、
不
能
救
速
、
遂
作
赴
急
之
書
。
蓋
今
草
書
是
也
」
、「
一

云
、
草
書
起
於
始
皇
、
始
皇
（
以
下
闕
）
」
、
「
一
云
、
草
書
起
秦
始
皇
。
時

天
下
峻
法
不
暇
篆
錄
、
因
爲
草
書
」。

（
四
十
六
）
そ
れ
ぞ
れ
順
に
、
「
漢
興
而
有
草
書
、
不
知
作
者
姓
名
」
、
「
又
有
草

書
、
莫
知
誰
始
」
、「
衞
恆
李
誕
竝
云
、
漢
初
而
有
草
法
、
不
知
其
誰
」。

（
四
十
七
）
注
（
九
）
前
掲
書
の
解
題
。

（
四
十
八
）
『
古
今
文
字
讃
』
は
前
掲
の
空
海
「
献
梵
字
幷
雑
文
表
」
に
も
書
名

が
み
え
る
佚
存
書
で
、
二
〇
一
三
年
に
国
内
の
複
数
の
機
関
に
所
蔵
が
確
認

さ
れ
た
。
詳
し
く
は
大
柴
清
圓
「
『
古
今
文
字
讃
』
の
研
究

―
翻
刻
・
校

訂
を
中
心
に

付
・
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
国
語
研
究
所
所
蔵
『
古
今
文

字
讃
』（
影
印
本
）
」（
『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
七
号
、

二
〇
一
四
）
、
及
び
そ
れ
に
修
正
増
補
を
加
え
た
大
柴
清
圓
『
校
注
古
今
文

字
讃

―
空
海
大
師
が
請
来
し
た

年
前
の

新
フ
ォ
ン
ト
』
（
大

1
2
0
0

遍
照
院
、
ア
マ
ゾ
ン
オ
ン
デ
マ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
、
大
獅
子
吼
シ
リ
ー

ズ
②
、
二
〇
二
一
）
を
み
ら
れ
た
い
。

（
四
十
九
）
注
（
九
）
前
掲
書
の
解
題
。

（
五
十
）
濱
田
寛
「
『
世
俗
諺
文
』
注
文
の
構
成
に
つ
い
て

―
『
蒙
求
』
を
媒

介
と
す
る
施
注
を
巡
っ
て
」
（
榎
本
淳
一
編
『
古
代
中
国
・
日
本
に
お
け
る

学
術
と
支
配
』、
同
成
社
、
二
〇
一
三
）。

（
五
十
一
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
新
刊
大
字
校
正
釈
文
三
註
故
事
』
は
、

有
注
『
千
字
文
』
諸
本
や
有
注
『
蒙
求
』
諸
本
に
比
べ
明
ら
か
に
引
用
典
籍

が
少
な
い
が
、
注
文
に
は
し
ば
し
ば
そ
れ
ら
と
共
通
す
る
記
述
が
み
え
る
。

恐
ら
く
、
先
行
す
る
各
々
の
有
注
本
か
ら
適
宜
刪
略
を
加
え
、
特
に
出
典
表

記
を
ほ
と
ん
ど
削
除
し
た
の
が
こ
の
内
閣
文
庫
本
で
あ
ろ
う
。
長
澤
規
矩
也

に
よ
れ
ば
、
福
建
の
刊
本
の
特
徴
を
備
え
た
明
版
で
あ
る
と
い
う
（
「
本
邦

旧
伝
古
版
の
千
字
文
」
、『
書
苑
』
第
三
巻
第
一
号
、
三
省
堂
、
一
九
三
九
、

の
ち
『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
』
第
四
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
）
所
収
）
。

同
題
の
三
注
が
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
あ
り
、
そ
の
漢
籍
分
類
目
録
（
一

九
九
八
）
九
二
五
頁
に
は
万
暦
版
と
記
さ
れ
る
が
、
未
見
。

［
附
記
］

本
研
究
は
、
令
和
四
年
度
書
学
書
道
史
学
会
研
究
促
進
助
成
金
の
交
付
を
受
け

て
な
っ
た
。

（
な
か
む
ら

こ
う
た
ろ
う
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）


